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新庁舎建設における施設計画のコンセプトはじめに

本書は株式会社福島建築設計事務所が昭和村から委託された「昭和村新庁舎建設基本設

計業務」の業務成果をまとめたものです。

本基本設計業務は令和元年１１月に昭和村新庁舎建設委員会により策定された「昭和村

新庁舎建設基本構想・基本計画」に基づき計画された成果であり、引き続き実施される

実施設計業務へと繋げるために基本事項を整理したものです。

これからの公共施設または庁舎建築の在り方を調査研究し、新時代の幕開けに相応しい

、新庁舎の計画を目指すものとします。

なお、本基本設計書に記載の内容は今後の更なる検討により実施設計段階で変更となる

場合もあります。

◆新庁舎建設の基本理念

「みんなでつくろう元気な昭和村づくりの拠点としての庁舎」

◆基本方針

Ⅰ：利用者の視点に立った庁舎

①初めての利用者でも目的の場所にたどり着ける案内表示の工夫や来庁者の動線に配慮した窓口の配置等により、短時間

　で適切なサービスが受けられる庁舎とします。

②ユニバーサルデザインを基本とし、子どもから高齢者、障害者、妊産婦の方など全ての来庁者に配慮した庁舎とします。

③十分な待合スペースや個別相談室を設けるなど、来庁者が利用しやすい庁舎とします。

　また建物だけでなく、駐車場や駐輪場などの整備にも配慮します。

Ⅱ：防災拠点の役割を果たす庁舎

①大地震などをはじめとした災害時に、村の防災拠点としての機能を十分に発揮できる庁舎とします。

②防災拠点として、望ましい耐震性を備えた耐久性のある建物とします。

Ⅲ：機能性・柔軟性・経済性に優れた庁舎

①個人情報の保護やセキュリティーに配慮し職員が効率的・効果的に円滑な業務を遂行できるよう、執務環境が整えられ

　た庁舎とします。

②健全財政の継続や、将来の人口動向を見据え、豪華な要素を極力排除し、コンパクトで適正な規模の庁舎とします。

③建設費用だけでなく、将来的に負担が生じる維持管理経費を抑え、行政組織の改編等にも柔軟に対応でき、限られた職

　員数で多種多様な事務を効率的に行える庁舎とします。

Ⅳ：環境・景観に配慮した庁舎

①環境保全に配慮した自然エネルギーを活用し、省エネに適した材料を利用することで、環境負荷の低減に配慮した庁舎

　とします。

②周辺の景観に配慮し、住民に親しまれるデザインを持ち合わせた庁舎とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※｢昭和村新庁舎建設基本構想・基本計画」より

高い住民サービスの提供と働く職員の職場環境の向上を目指すと共に、災害時

には村民の命と財産を守る防災拠点となる質実剛健な新庁舎を創るため、３つ

のコンセプトを掲げます。

・ユニバーサルデザインを基本とした、子どもからお年寄り、障がい者、妊産婦

　の方などすべての来庁者に配慮した計画とします。

・初めての来訪者でも迷わない案内表示と、多様なニーズに応えられる窓口の設え

　とします。

・村の財産として長く使用することのできる高耐久で柔軟性の高い庁舎、維持管

　理費を抑え効率的な業務を行える施設計画とします。

・災害時には村民を守る砦として、十分な耐震性とライフラインの確保を実現し、

　災害直後からの迅速な活動を可能にします。

・新庁舎をはじめ、西庁舎や駐車場など敷地全体が防災拠点として機能する万全な

　施設計画を提案します。

・昭和村の気候を考慮した設備システムの採用や省エネに配慮した建材の選定など

　、環境負荷の低減を図ると共に快適な執務環境を提案します。

・「日本で最も美しい村」にふさわしい庁舎として景観に配慮しながら、昭和村の

　歴史・文化などの地域性を表す住民に親しまれるデザインとします。

1　利用者の視点に立った機能性の高い庁舎

2　村民を守る「安全・安心」な防災庁舎

3　地域性を考慮した設備と景観に配慮した庁舎

Ａ・001施設計画のコンセプト株式会社　福島建築設計事務所 NoScale昭和村新庁舎建設基本設計業務
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1、利用者の視点に立った機能性の高い庁舎

・避難の際に有効な階段は、

　建物の南北の対極する位置

　に配置し、有事の際は迷う

　ことなく完全な二方向避難

　が確立する計画とします。

・使用する建材はシックハウス対策を講じた建材を採用するこ

　とを基本とし来庁者と職員の健康を守ります。

　内装材はホルムアルデヒドを吸着し拡散を防止する塗装剤を

　採用する他、調湿機能をもった建材の選定等に配慮します。

・村民の利便性に配慮し低層階に行政スペースを集約し、生活

　に密着した窓口は１階に集約して計画します。

2、村民を守る「安全・安心」な防災庁舎

3、地域性を考慮した設備と景観に配慮した庁舎

●バリアフリーを基本としたユニバーサルデザインに
　配慮した公共施設

・敷地内通路から施設内部の共用空間まで全て段差のない計画

　とします。

・多目的トイレや授乳室は、視認性の良い場所に設置し分かり

　易いサイン表示により誘導します。

・階段や廊下はゆとりある幅員とし、エレベーターは車椅子対

　応、多目的ＷＣは各階に設置します。

・群馬県における「人にやさしい福祉のまちづくり条例」に準

　拠する施設計画とします。

・風除室を入り待合スペースに移動した時点でワンルームに広

　がる窓口が一望できます。来庁者は迷うことなく目的のサー

　ビスを受けることができます。

●機能的でゆとりのある執務スペースを整備します。

・執務者の背面に収納棚を配置し業務の効率化を図ります。

・座席の背面は無理なく通行できるスペースを確保します。

・柱スパン内（５.４ｍ）に各課が完結する配置レイアウトとし

　ます。

●ワンストップサービスを実現する村民目線の窓口

・多言語表記の分かり易いサイン表示とします。

・全てを見通せる待合スペースを確保します。

・ローカウンターに可動式仕切板を設けプライバシーに配慮し

　ます。

・個別相談に応じる個室の相談室を整備します。

・議場は平土間式の床とし、議会開催時以外でも多目的に利活

　用できる仕様とします。

●議会関係諸室は独立性を考慮し最上階3階に集約し
　て配置します。

・多目的利用が可能な議場は壁で囲まれた閉鎖的な空間でなく

　南面するテラス側に大きな開口を設けた明るく開放的な空間

　として整備します。

・移動が容易なキャスター付き家具

・充電式ワイヤレスマイク等の導入

・防災対策本部としての機能の充実を図ります。
　災害時は村長室隣接の応接室が災害対策室となり、総務課の
　防災用情報受発信室を含め防災機能を隣接するエリアに集約
　することで情報収集、整理伝達を的確かつ迅速に行える計画
　とし、災害時の機動力を高めます。

・災害時の電気・機械設備の機能維持を図ります。
　災害時の電力供給として７２時間の電力供給が可能な自家発
　電設備を設置し、住民の情報を預かるサーバー室や防災対策
　室等の防災諸室の必要最低限の稼働と1,2階の1/4程度の照
　明、1階トイレの使用を可能とします。

・飲料水と洗浄水の確保
　給水は小屋裏に常時電源を必要とし
　ない高置水槽を設け断水時に補給可
　能（約20人×72時間）な容量を確保
　します。

・自然災害に耐えうるＢＣＰ庁舎（事業継続庁舎）として高い
　耐震性を確保します。

●災害時は防災活動拠点として住民の安全を確保しま
　す。

・駐車場の一部に非常用マンホールトイレを
　設営できる配管仕様とします。

・運搬車輌が横付けすることができる西庁舎１階に防災用備蓄
　倉庫を新設し災害時に必要とされる物資を備蓄できる計画と
　します。

・サーバー室は地形的に水害の
　可能性が低いことから地震時
　の振幅の少ない1階に配置し
　ます。さらに床免震機能を持
　つミューソレーターを採用す
　ることで想定外の災害にも機
　能維持が図れる仕様とします。

・下水道本管接続の手前に汚水槽と切替桝を
　設け下水本管ダウン時も72時間分の汚水を
　貯留できる計画とします。

ＯＡフロアでありながら足下から心地良い温かさ

床下配線

・最も滞留時間の長い事務室はＯＡフロアと床暖房を両立した
　仕様とし体感温度の高い輻射による快適な執務環境を提案し
　ます。

●昭和村に適した寒冷地対策

・各開口部（ガラス面）については、断熱性の高い複層ガラス
（Low-Ｅペアガラス）を採用し、外壁面は高断熱対応の壁面
　構成により寒さ対策に万全を期します。

・建物形態を凸凹の少ない計画とし、外気負荷を抑ながらエネ
　ルギーロスを最小限とした熱効率のよい施設計画とします。

・居室の保温性確保と漏水のリスク回避のため全体的に屋根を
　設けます。落雪対策のため勾配を緩くし多段式の雪止設置に
　より完全な安全対策を施します。

・とにかく暖かい施設づくりを目指します。

・外断熱工法を採用し、躯体の耐久性を高めながら、熱橋を抑
　えることで温度ムラを少なくし、結露やカビの発生を抑える
　計画とします。

●組織や社会の変化に柔軟に対応できる庁舎計画

・機器の更新や増設を容易に行えるスペースを予め確保します。
（メンテナンススペースや、ＰＳ・ＤＳ・ＥＰＳの増設スペー
　スを確保　ピット内、天井裏のルート確保）

・約5０年を経過した現庁舎に替わり、これからの１００年を
　視野に入れ、長寿命化を意識した庁舎として計画します。
　ライフサイクルコスト低減や維持管理の容易さをふまえなが
　ら環境に配慮した建材や設備を選定することで、永きにわた
　り使用可能な構造体100年建築を目指します。

●１００年後を見据えた建物の長寿命化

・建築物の形態や仕様をシンプルな構造とすること、耐久性の
　高い建材や機器を採用するなどにより修繕・更新の期間の延
　長を目指します。

・スケルトンインフィルの
　考え方を導入し、リノベ
　ーションや多様化する行
　政需要に柔軟に対応可能
　な可変性のある庁舎計画
　とします。

・「壊れてから直す」事後保全から予防保全に転換します。
　設計段階から予防保全の考えを施設計画に採り入れ、維持管
　理や更新コストの低減に配慮する仕様とします。

●環境に配慮した地球にやさしい建築

・脱ＶＯＣ（接着剤を含め、アレルギーの要因となるホルムア
　ルデヒドや揮発性有機化合物を発生する材料を使用しない）

・脱フロン（代替えフロンを含めて全てノンフロン化とする）

・再生砕石、再生木、再生タイルなど、リサイクル建材を積極
　活用し、環境に配慮しながらコスト縮減を図る計画とします。

・脱アスベスト（アスベストを含む建材は一切採用しない）

●分かりやすい動線計画と健康に留意した仕上計画

○敷き詰めるだけで、その
　まま床免震となります。
○薄さ3㎜、軽量5㎏、積載
　限度16㌧/ｍ2

○摩擦係数（μ=10%）につ
　き平時はほぼ動く事はありません。

従来の床免震工法より薄く（3㎜）、軽量で設置も簡単であ
り効果も同程度期待できます。
ステンレス製のセルシートの上を特殊樹脂鋼板である滑走プ
レートが震度5以上になると滑走し、地震力を吸収し転倒を
防止します。

新庁舎建設の基本事項株式会社　福島建築設計事務所 Ａ・002NoScale昭和村新庁舎建設基本設計業務



昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 各フロアゾーニング計画図 Ａ・0061/300
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・初めての来訪者でも迷うことのない、シンプ
　ルで単純明快な分かり易い施設計画とします。

・一目で目的の階が分かる様に、用途毎に明確
　に階層を分けたゾーニング計画とします。

・階段とエレベーターを対極の位置に計画し、
　動線計画におけるダブルコアシステムを採用
　した計画とします。

◆ゾーニング計画のポイント

廊下・階段などの共用部

男子WC・女子WC・多目的WC等の水廻り

議場を中心とした議会関連諸室

執務室を中心とした事務エリア

会議室・相談室等の会議エリア

職員専用の共用部

EV
乗用
13人

出入口

車寄せ庇キャノピー

職員通用口

職員通用口

機械設備スペース

待合スペース

エントランスホール

キッズ
スペース

応接室
（防災対策室）

村長室
副村長席

事務室

事務室

WC

WC

WC

階段室-1

階段室-2

階段室-1

階段室-2

階段室-2

階段室-1

待合スペース

相談室

会議室

作業室

職員更衣室

宿直室

傍聴席

会議室

議場

議員控室

機械スペース

ルーフバルコニー

屋根

屋根

正副議長室
議会事務局 ・3階は独立性を高めるため基本的に議会専用フロアと

  します。

・階段室1およびEVを降りると正面に議会事務局の窓口
　が位置します。

・議場床は平土間式とし傍聴席、会議室の可動間仕切り
　壁を解放することで多目的に活用することのできる
　利用率の高い空間として整備します。

防災用情報
受発信室

総務課

2F

3F
一体的利用が可能

・1階は住民サービスの向上を図るため窓口業務の多い
　課を配置する計画とします。

・住民サービス及び個別の相談等に応じることのできる
　個室の相談室を設けます。

・職員通用口を2カ所設け、西庁舎や公民館側への移動
　や、職員駐車場からの動線の利便性を高める計画とし
　ます。

災害時は防災対策室となる

災害時にBCP庁舎として機能維持を図ると共に
庁舎の中枢として機能するエリア

・2階は窓口業務事務エリアの他、村長室を中心とした
　執行部エリアを配置する計画とします。

・災害時には防災対策室となる応接室を核とし、防災関
　連諸室を至近の位置に配置するゾーニングとします。

・職員や来庁者を含めた会議や打ち合わせに使用可能な
　会議室エリアを設ける計画とします。



昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 各階平面計画図 Ａ・0071/300
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南立面図 東立面図

北立面図 西立面図

職員通用口1職員通用口2

駐輪場縁側Ȇȩǹ正面入口

県防災行政無線
ȑȩボȩǢンȆȊ

太陽光発電ȑネȫ10kw

0ｍ 5ｍ 10ｍ 20ｍ

屋根：フッ素ラL鋼板 t0バ45
　　　嵌合式ǷǹȆȠ瓦棒葺き2型

再生木ȫーȐー

再生木ȫーȐー

外壁：押出成形セȡンȈ板 厚60Ტ縦張ǓᲣ
　　　ȋューセーフȆǣーǷーȫ工法
　　　親水性フッ素樹脂塗装仕ɥ品：カȩーフȭン同等

外壁：押出成形セȡンȈ板 厚60Ტ縦張ǓᲣ
　　　ȋューセーフȆǣーǷーȫ工法
　　　親水性フッ素樹脂塗装仕ɥ品：カȩーフȭン同等

交差点に面すǔ壁：コンクȪーȈ内外装薄塗材E
　　　　　　　　　ǸョȪȑッȈコȆ塗Ǔ仕ɥげ
　　　　　　　　　ȟーȆǣǢ同等

ǢȫȟサッǷュ 二次電解着色SC

ǢȫȟサッǷュ 二次電解着色SC 開閉式ǢȫȟサッǷュ

外壁：押出成形セȡンȈ板 厚60Ტ縦張ǓᲣ
　　　ȋューセーフȆǣーǷーȫ工法
　　　親水性フッ素樹脂塗装仕ɥ品：カȩーフȭン同等

外壁：押出成形セȡンȈ板 厚60Ტ縦張ǓᲣ
　　　ȋューセーフȆǣーǷーȫ工法
　　　親水性フッ素樹脂塗装仕ɥ品：カȩーフȭン同等

ǢȫȟサッǷュ 二次電解着色SC

屋根：フッ素ラL鋼板 t0バ45
　　　嵌合式ǷǹȆȠ瓦棒葺き2型

ǹȆンȬǹ手摺

ȫーフȐȫコȋー：遮熱用再生木ȇッキ105×30
　　　　　　　　　屋外用鋼製根太ɦ地

県防災行政無線
ȑȩボȩǢンȆȊ

機械設置ǹペーǹ

Ａ・008立面計画図昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 1/200



南北断面図1西東断面図1

事務室

事務室

正副議長室 議員控室 議場 会議室

打ち合せ室2
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ルーフ
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スȚース
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2
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1
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1

議員更衣室男WC
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男WC 事務室

事務室待合
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エントランス
țール

印刷コーȊー
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庫

物品
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機械設置
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正副議長室
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ｍ
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防災用情報
受発信室

物品庫

議員控室 傍聴席 廊ɦ

廊ɦ

廊ɦ
2

廊ɦ
2

EVțール

EVțール

エントランス
țール

階段室
1

階段室
1

階段室
1

隔壁：LGS 65ųGB-R-H tホ.5ųGB-F t12.5Ტ両面Უ1時間耐火

鉄骨：耐火被覆Ƴし

3
.ペ
ｍ

3
.ペ
ｍ

告示第13ホホ号：床面ƔǒƸǓƷɦ端までƷ高さ４ｍˌɥƷ鉄骨造Ʒ小屋組で
ųųųųųųųųそƷ直ɦƴ天井ƕƳいもƷ又Ƹ直ɦƴ不燃料又Ƹ準不燃料で造ǒǕた天井ƕあǔ
ųųųųųųųųもƷƸŴˋ第107条第一号ƴ掲げǔ技術的基準ƴ適合すǔƸǓƷ構造方法ŵ

鉄骨：耐火被覆Ƴし

傍聴席

鉄骨：耐火被覆ƳしᲢ告示第13ホホ号Უ 鉄骨：耐火被覆ƳしᲢ告示第13ホホ号Უ

隔壁：LGS 65ųGB-R-H tホ.5ųGB-F t12.5Ტ両面Უ1時間耐火

鉄骨：耐火被覆ƳしᲢ告示第13ホホ号Უ
鉄骨：耐火被覆Ƴし

鉄骨：耐火被覆Ƴし

鉄骨：耐火被覆Ƴし

2
.ペ
ｍ

南北断面図2西東断面図2

小屋裏 小屋裏 小屋裏

小屋裏 小屋裏

Ａ・010断面パーʑイメーʐ図昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 NoScale



西庁舎

二恵橋

新庁舎

二恵橋

新庁舎

南方向からのView

東方向からのView※外観デザイン及び使用する建材の仕様は実施設計で変化する場合があります

株式会社　福島建築設計事務所 外観イメージ図-1 Ａ・011NoScale昭和村新庁舎建設基本設計業務



新庁舎西庁舎

多段式駐車場

西庁舎

多段式駐車場

新庁舎

西方向からのView

北方向からのView※外観デザイン及び使用する建材の仕様は実施設計で変化する場合があります

スロープ

株式会社　福島建築設計事務所 外観イメージ図-2 Ａ・012NoScale昭和村新庁舎建設基本設計業務



エントランスホールから待合スペースを望む

1階　事務室内観

※内観デザイン及び使用する建材の仕様は実施設計で変化する場合があります

天
井
高
C
H
=
2
,8
0
0

床：帯電防止ビニル床タイルｔ5
　　OAフロア
　　床暖房

天井：岩綿吸音板ｔ12
LED照明器具

シーリングファン

天
井
高
C
H
=
2
,8
0
0

床：磁器質タイル

天井吊りモニター×2カ所

天井：アルミルーバー100×25＠200
　　　岩綿吸音板ｔ12

LED照明器具

館内案内サイン

柱形：案内用ピクトサイン表示

スチールキャビネットH1200

事務机
W1400×D700×H720

やさいをデザインしたベンチ

窓口：ローカウンター

空調機

株式会社　福島建築設計事務所 内観イメージ図 Ａ・013NoScale昭和村新庁舎建設基本設計業務



議場内観イメージ

※内観デザイン及び使用する建材の仕様は実施設計で変化する場合があります

議場・傍聴席・会議室をワンルームとした空間イメージ

床：タイルカーペットｔ9

壁：銘木合板ｔ6

柱形：ガラスクロス

LED照明器具

傾斜天井不燃木製ルーバー

LED照明器具

傾斜天井木製ルーバー

壁木製ルーバー

柱形：ガラスクロス

壁：銘木合板ｔ6

可動式仕切り壁

傍聴席

議長席

天
井
高
（
最
頂
部
）
C
H
=
3
,8
0
0

天
井
高
C
H
=
2
,8
0
0

可動間仕切り
収納部

可動間仕切り
収納部

残時間表示

バーチカルブラインド

株式会社　福島建築設計事務所 議場内観イメージ図 Ａ・014NoScale昭和村新庁舎建設基本設計業務



※外装に採用する各種建材（主要マテリアル）は耐候性、耐久性に優れ、
　…∞“›√≈›Ωに近い状態でも意匠性を損なわない建材を採用します。

◆屋根：フッ素GL鋼板ｔ0.45嵌合式システム瓦棒葺き2型

太陽光発電パネル10kw（既存車庫から移設）

◆外壁：押出成形セメント板 厚60（縦張り）
　　　　　ニューセーフティーシール工法
　　　　　親水性フッ素樹脂塗料仕上品：カラーフロン同等

◆軒天井
　：杉羽目板ｔ12
　　Ｗ90木材保護塗料

◆ルーフバルコニー：
遮熱用再生木デッキ105×30屋外用鋼製根太下地

災害時等、イベント時、季候の良い季節等にサッシュを
オープンとし、屋内外を連続して使用することができます

アルミサッシュ（一般部）
二次電解着色SC

アルミサッシュ（階段吹き抜け部）
二次電解着色SC

再生木ルーバー

再生木ルーバー

◆屋外通路：磁器質タイル100×100
（段鼻部：垂れ付仕様）

室外機置場壁
：コンクリート
　内外装薄塗材E

　ジョリパットコテ塗り仕上げ
　ミーティア同等

ルーフバルコニー
：ステンレス手摺り

※建築物の室内居住環境向上や省エネルギー化にも寄与する建材を採用します。

1階縁側テラス側開口部
：開閉式アルミサッシュ

Ａ・017主要マテリアル計画図（外装）株式会社　福島建築設計事務所昭和村新庁舎建設基本設計業務



◆1階待合スペース天井
：アルミルーバー100×25＠200　
　ＤＲｔ12ＧＢ-Ｒｔ9.5下地　

◆1階待合スペース天井
：アルミルーバー100×25＠200　
　ＤＲｔ12ＧＢ-Ｒｔ9.5下地　

◆天井：岩綿吸音板（ＤＲｔ12） ◆天井：化粧石膏ボード（ＧＢ-Ｄｔ9.5）

◆議場天井：傾斜天井　不燃木製ルーバー

◆WC

壁：乾式多機能壁

壁：抗菌メラミン化粧不燃化粧板

床：ビニル床タイルｔ3

汚垂石

天井：岩綿吸音板

◆階段1：ガラス手摺 ◆階段2：金属手摺

◆1階待合ロビー床：磁器質タイル
200×200・200×150

◆3階廊下床
　：ビニル床タイルｔ3

◆WC床
　：ビニル床タイルｔ3

◆床
村長室・副村長席・応接室
正副議長室・議員控室

　：タイルカーペットｔ7

◆床
事務室・サーバー室
防災用情報受発信室

　：二重床用帯電防止
　　ビニル床タイルｔ5

◆床
議場・傍聴席・3階会議室

　：タイルカーペットｔ9

◆壁：乾式多機能壁

◆壁：不燃化粧フィルム

◆壁
村長室・副村長席・応接室
正副議長室・議員控室
議場・傍聴席・3階会議室

：銘木合板◆床
事務室・サーバー室・防災用情報受発信室
村長室・副村長席・応接室

　：OAフロア

待合ホール内観イメージ 議場内観イメージ

◆2階待合ロビー床

Ａ・018主要マテリアル計画図（内装）株式会社　福島建築設計事務所昭和村新庁舎建設基本設計業務



昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 OAフロア床暖房計画図 Ａ・0191/300

1階平面計画図 2階平面計画図

OAフロア範囲（H29)

床暖房範囲
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（防災対策室）
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給湯室

男ＷＣ

女ＷＣ

ＥＶ
13人

倉庫

村紹介展示∫∞≈∞

ＰＳ

会議室

多目的
ＷＣ

ＥＰＳ

移
動
間
仕
切
壁

事務室

作業室

ＥＰＳ ＥＰＳ

打ち合せ室1

可動間仕切壁

Õfi›¡

屋根

ÕfiØƒ ÕfiØƒ
物品庫

防災用情報
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11

14

11

1111

駐輪場
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相談室3

相談
兼
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可動間仕切壁

物品庫

可動間仕切壁

小根太付ﾊﾟﾈﾙ（15mm)床暖工事

副　材（合板）(15mm)

捨貼合板(12mm)

耐水合板下地(12mm)

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(10φ）床暖工事

2
9

1
2

1
5

1
2

5

1
6
7

8
3

1
0

構造スラブ厚130

▼FL（Zレベル）

セルフレベリングｔ10

通線溝＠600

軽量コンクリート

床暖房詳細図S=1/5

ネットワークフロア(29mm)

捨貼合板(12mm)

小根太付ﾊﾟﾈﾙ（15mm)床暖工事

事務室エリアは多様化するICT環境に柔軟に対応するためOAフロアとします 。
冬の寒さに対応するため空気調和設備を補完する床暖房設備を導入する計画とします 。

OAフロアと床暖房を両立することのできるシステムとして 、架橋ポリエチレン管による
温水循環式床暖房パネルの上部に置敷式配線溝OAフロアシステムを設置する工法を採用します 。

置敷式配線溝OAフロアは通線溝以外は軽量コンクリートによる空隙の無いタイプのOAフロアです 。
軽量コンクリートは蓄熱性を有し熱伝導しやすいため床暖房の熱を床面に効率よく伝達します 。

床暖房範囲を事務室の主要部に広範囲に施工することで将来的な事務室のレイアウト換えにも
自由に配置換えをすることが可能となります 。
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帯電防止ビニル床タイルｔ5

ネットワークフロア(29mm)



高遮蔽性能熱線反射ペアガラス
サンルックスペア（SGY32-6+A6+FL6)

高遮熱断熱Low-Eペアガラス  サンバランス
（アクアグリーン）（LQ6+A6+FL6)

項目

0.43(SC値)

種類

遮熱
概念図

透明ペアガラスと比較すると 、サンバランス高遮熱断熱タイプEの部屋では室内平均空気
温度の差は空調の影響から0 .6℃程度 *ですが、断熱性能が高いので室内側ガラス表面温
度が4℃程度も高く、窓近傍の足元付近（窓から10cm 、床から高さ10cm）は、コール
ドドラフトが低減されるので 、足元の冷え冷え感を大幅に低減できます 。 
＊冬期夜間の平均室温はガラスの違いよりも空調の設定温度に依存しやすいので 、ガラ
スの違いはあまりでない結果となっています 。

透明ペアガラスと比較すると 、サンバランス高遮熱断熱タイプEは室内側ガラス表面温度
が7℃程度低く、室内平均空気温度も4℃以上低いことがわかります 。これは、サンバラ
ンス高遮熱断熱タイプEが室外側のガラスで主に日射エネルギーを吸収するため 、日射透
過率が透明ペアガラスの約半分と低く 、日射エネルギーを室内に取り入れにくいからです 。
窓近傍1mにいる人の体感温度では5℃以上の違いになります 。

室内の温熱環境シュミレーション条件

断熱
紫外線カット率

概念図

夏期　日中の温熱環境シュミレーション

断熱
温熱環境
概念図

ガラスの種類

日射反射率

紫外線透過率

熱遮蔽係数

日射熱取得率

熱貫流率(U値)

高遮蔽性能熱線反射ペアガラス
サンルックスペア
(SGY32-6+A6+FL6)

熱線反射ガラス
(SGY6)

透明複層ガラス
ペアガラス

(FL6+A6+FL6)

高遮熱断熱Low-Eペアガラス
サンバランス（アクアグリーン）
(LQ6+A6+FL6)

単板ガラス
(FL6)

熱線反射ガラス
(SGY32-6)

透明複層ガラス
ペアガラス（FL6+A6+FL6)

単板ガラス
(FL6)

0.97(SC値) 0.55(SC値) 0.85(SC値) 0.45(SC値)

11.5%7.2% 10.8% 12.1% 33.6%

20.4%

2,420円/m2

26.6% 48.6% 12.9%64.2%

0.85 0.49 0.75 0.40 0.38

3.2W/(m2•K)

15,000円/m2

2.9W/(m2•K)5.4W/(m2•K)5.9W/(m2•K) 1.6W/(m2•K)

5,600円/m2 11,200円/m28,020円/m2材工価格(円/m2)

冬期　夜間の温熱環境シュミレーション

熱線反射ガラス
SGY６　　　　　

5.0

4.0 

採用

Ａ・020ガラス性能比較検討書昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 No Scale



　・　濃色パネルは注意

フッ素品： 29,00022,800 フッ素品： 25,800 フッ素品： 28,000

日鉄住金鋼板㈱　耐火イソバンドＰｒｏ　ア50

金属サンドイッチパネル（ﾛｯｸｳｰﾙ系）

日鉄住金鋼板㈱　耐火イソバンドＰｒｏ　ア75

　　２：　　比　重 厚さ１００mm　：　７０kg/㎡

＊　データは各社カタログより抜粋

ＡＬＣ（軽量気泡コンクリート） 押出成形セメント版（採用）
押出成形セメント版

（裏面断熱材取付）

　　１：　　商品名 旭化成建材㈱　　ヘーベル

　・　表面強度が窯業系建材に比べ弱い

金属サンドイッチパネル（ﾛｯｸｳｰﾙ系）

㈱ノザワ　　アスロック ㈱ノザワ　　アスロック断熱＋

厚さ７５mm　：　２４kg/㎡

　働き巾　：　６００mm 　働き巾　：　６００、９００mm 　働き巾　：　６００、９００mm 　働き巾　：　６００、７５０、９００、１０００mm 　働き巾　：　６００、７５０、９００、１０００mm

厚さ６０mm　：　７１kg/㎡ 厚さ６０mm　：　７６kg/㎡

最大長　：　９，０００mm最大長　：　４，１００mm 最大長　：　５，０００mm 最大長　：　５，０００mm

厚さ５０mm　：　１９kg/㎡

最大長　：　９，０００mm

不燃材料：　ＮＭ-３９９４

縦ｶﾍﾞ（耐火）：　ＦＰ０６０ＮＥ-９０３５ 縦ｶﾍﾞ（耐火）：　ＦＰ０６０ＮＥ-９０３５ ｶﾍﾞ（耐火３０分）：ＦＰ０３０ＮＥ-０２００ ｶﾍﾞ（耐火１時間）：ＦＰ０６０ＮＥ-０１９９

不燃材料：　ＮＭ-９２５２ 不燃材料：　ＮＭ-９２５２

　　５：　　面内変形追従性能 層間変形角１/１００rad　異常なし 層間変形角１/６０rad　異常なし 層間変形角１/６０rad　異常なし 層間変形角１/６０rad　異常なし 層間変形角１/６０rad　異常なし

（平１２．５．３０）
横ｶﾍﾞ（耐火）：　ＦＰ０６０ＮＥ-９０３６

　　４：　　耐火性能

横ｶﾍﾞ（耐火）：　ＦＰ０６０ＮＥ-９０３６ ｶﾍﾞ（耐火１時間）：ＦＰ０６０ＮＥ-９３０５　他

不燃材料：　ＮＭ-３９９４

　　６：　　断熱性能（熱還流率） １．３　Ｗ／ｍＫ

　　　一般品：

（カラーフロン）

２５０Ｈｚ　：　２４ｄｂ

１０００Ｈｚ　：　３１ｄｂ

　・　表・裏仕上げ鋼板使用（防汚仕様）

　・　長尺でありながら軽量

　・　無足場施工に最適（短工期向き）

　・　シーリングが縦目地のみ

14,900

２５０Ｈｚ　：　２３ｄｂ

　・　濃色パネルは注意

　・　下地金物の溶接が多い

　・　表・裏仕上げ鋼板使用（防汚仕様）

５００Ｈｚ　：　３３ｄｂ ５００Ｈｚ　：　３３ｄｂ ５００Ｈｚ　：　３３ｄｂ ５００Ｈｚ　：　２７ｄｂ ５００Ｈｚ　：　２７.０ｄｂ

２５０Ｈｚ　：　３０ｄｂ ２５０Ｈｚ　：　３３ｄｂ ２５０Ｈｚ　：　３３ｄｂ

４０００Ｈｚ　：　５５ｄｂ ４０００Ｈｚ　：　５３ｄｂ ４０００Ｈｚ　：　５３ｄｂ ４０００Ｈｚ　：　４０ｄｂ ４０００Ｈｚ　：　４２ｄｂ

１０００Ｈｚ　：　３９ｄｂ １０００Ｈｚ　：　３９ｄｂ １０００Ｈｚ　：　３９ｄｂ １０００Ｈｚ　：　３１ｄｂ

　・　高断熱により空調コストダウンが可

　・　胴縁が必要（鉄骨工事）＋建具先付け

　・　コイル手配が納材の９０日前に必要

　・　表面強度が窯業系建材に比べ弱い

　・　胴縁が必要（鉄骨工事）＋建具先付け

　・　コイル手配が納材の９０日前に必要

　・　長尺でありながら軽量

　・　無足場施工に最適（短工期向き）

　・　シーリングが縦目地のみ

　・　高断熱により空調コストダウンが可

　・　下地金物の溶接が多い

　・　石、ﾀｲﾙ、ﾚﾝｶﾞ、ｽﾊﾟﾝﾄﾞ等仕上げ可

　・　金型製作により専用デザイン可

　・　屋根、床パネルなし

　・　素地使いが可能（条件付き）

　・　縦・横自由に施工可

　・　断熱工事の工期を短縮

　・　柱・梁部の熱欠損がなくなる。

　・　屋根、床パネルなし

　・　素地使いが可能（条件付き）

　・　縦・横自由に施工可

　10：　　施工性

　・　無仕上げは粉落ちがある

　・　下地金物の溶接が多い

　　9：　　特　徴

長所

短所

４０　㎡/日 ６０　㎡/日

　・　認知度が高く実績も多数あり

　・　縦・横自由に施工可

　・　壁の他に間仕切、床、屋根パネル有り

　・　デザインパネル多数あり

３５　㎡/日 ３５　㎡/日

　・　吸水、凍害の危険性あり

　・　仕上げが必須品

（アートミュール） （カラーフロン）

12,100

工場塗装品： 20,400 工場塗装品：

　　　一般品：10,430

６０　㎡/日

　12：　製品形状

　　３：　　寸　法（巾、長さ）

国土交通省告示第１３９９号

　　8：　　遮音性能（透過損失）

　11：　　設計価格

　　　一般品：

２．９　Ｗ／㎡Ｋ ０．９８４　Ｗ／㎡Ｋ ０．８８　Ｗ／ｍＫ ０．６３　Ｗ／ｍＫ

　　7：　　耐久性
現場塗装品の塗り替え=10年〜15年

カラーフロンフッ素品の塗り替え=30年（保証20年）

現場塗装品の塗り替え=10年〜15年

アートミュールの塗り替え=30年（保証15年）

（ウレタンシーリング打ち替え推奨=5〜10年）

フッ素品の塗り替え=20年〜30年

カラー品の塗り替え=10年〜15年

（変性シリコンシーリング打ち替え推奨=5〜10年）

現場塗装品の塗り替え=10年〜15年

カラーフロンフッ素品の塗り替え=30年（保証20年）

（変性シリコンシーリング打ち替え推奨=5〜10年） （変性シリコンシーリング打ち替え推奨=5〜10年）

フッ素品の塗り替え=20年〜30年

カラー品の塗り替え=10年〜15年

（変性シリコンシーリング打ち替え推奨=5〜10年）

材料名称
項 目

昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 外壁仕様比較検討書 Ａ・0211/300



防水陸屋根仕様 金属葺屋根仕様（採用） 瓦葺屋根仕様

材質・材料
さまざまな防水材が選択できる。ＡＳ、塩ビ、ブチルゴム（押さえコン有り無し含む）など さまざまな金属板が採用できる。鉄、ｱﾙﾐ、ｽﾃﾝﾚｽ、銅、亜鉛、ﾁﾀﾝ、複合板など 土（焼き物用粘土）

意匠性

建築物の造形として屋根形状に多様な形態を用いるのでは無く、水平線を基調としたフラット

ルーフ、いわゆる陸屋根形状を採用することで､屋根形状に頼ることなく建築物の造形を創り出

す。屋上を機械設置スペースとして活用することも可能であり､パラペットを立ち上げることで転

落防止や目隠し機能を果たしながら同時に外観デザインを特徴づけることも可能である。

金属板の素地では落ち着いた色調を楽しめる。塗装品であればさまざまな色彩が選択

できる。横葺の意匠は、桁行に対して平行な意匠となる。単純であるが和風でも洋風で

も、文教施設や福祉施設、体育館などの大型施設にも合う。働き幅や段の大きさを変え

ることによって、建築物や屋根の大きさに合わせて選択できる。

伝統的な建築物や公共施設や、和風・洋風建築に多く用いられる。和瓦の落ち着いた色

調、適度の光沢のある洋瓦など色彩も豊富である。勾配は止水性の観点から四寸勾配

程度を必要とする。

水密性

スラブ勾配は最低1分から2分程度は必要とされ、勾配が確保されるに従いその性能が

発揮される仕様である。防水層のふくれを防止する絶縁工法等も多く用いられる。

金属は吸水率は0％である。勾配は3分以上。毛細管現象を解決するために、さまざまな

はぜ形状を開発してきた。最近では2重に雨水をﾌﾞﾛｯｸするはぜ形状も存在する。

瓦は吸水率が12～20％ある。勾配　3寸5分以上瓦は重ねるだけなので毛細管現象が

おきやすく水密性はよくない。2次防水は常に考慮しなければならない。

耐風圧性（負圧）

密着工法でも絶縁工法でもスラブ本体に近接施工のため､負圧による剥がれや剥離は

基本的に認められない。耐風等の強風にも全く支障は無い。

金属板は軽いため、風には弱いとされてきた。しかしながら、嵌合式工法の開発や固定

方法に工夫をこらし、また熟練工のいらない工法によって施工誤差を最小限にすること

によって格段に性能が向上した。負圧がかかるほど吊子に食い込むような固定方法が

考案され脈動圧に強い。最近では7845Ｎ／㎡（800㎏ｆ／㎡）前後の強度を保持できる製

品も開発され高層建築や海岸地域にも採用されている。

瓦自体が重いので耐風圧性は高いと思われがちだが、下地にすべて固定しているわけ

でないので注意が必要である。実際に台風などで飛ばされることがある。瓦が割れてい

ると危険である。

重量（耐震性）

鉄骨等の下地を必要としないことから防水層自身の自重もしくは押さえコンクリートの荷

重のみをライブロードとして加算計上する。またＺ方向に髙さを有しないため振動や振幅

の発生要素とはならない。構造計画としては安定したフレーム計画が期待できる。

アスファルト防水層：約100Ｎ／㎡（10㎏／㎡）

工法・下地材の種類によって重量が変わる。

木毛ｾﾒﾝﾄ板t=25+カラーガルバリウム鋼板t=0.4：167Ｎ／㎡（17㎏／㎡）

鋼板t=0.4のみ：約29～39Ｎ／㎡（3～4㎏／㎡）

金属板は軽いため、地震には強い。構造にも負担をかけない。置き屋根の場合は鉄骨下地分が更に加算

される。

葺土あり　981Ｎ／㎡（100㎏／㎡）

葺土なし　637Ｎ／㎡（65㎏／㎡）

瓦は重く、下地に固定されていない部分もあるため、地震には弱い。構造にも負担をかけ

る。阪神淡路大震災や東日本大震災では多大な被害があった。

断熱・結露
外断熱工法や二重断熱、絶縁工法等がバリエーションとして存在する。スタンダード工

法であってもスラブ裏に所定の断熱材を施工することで性能の確保は可能である。

最近では、耐熱ｸﾞﾚｰﾄﾞのﾋﾞｰｽﾞ発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝを使用した断熱工法が開発されている。発

泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝは断熱性能が高く、しかも吸水しないため、結露防止に有効である。ｼﾞｮｲﾝﾄ

部もあいじゃりとしており、２次防水材としての機能も備えており、結露水を水下へ導き、

外部へ排出する工法がある。さらに熱橋も最小限にできる。

瓦自体には断熱性能はない。下地に断熱材を敷きこむ必要がある。結露に考慮した工

法等は基本的に存在しない。

耐久性 期待寿命20年～35年　※材質による 期待寿命15年～40年　※材質による
瓦自身は高い耐久性と耐候性を有するが野地板、下葺き材などの屋根の下地や棟部

のしっくい等は定期的に点検する必要がある。

太陽光パネル

・屋根材と干渉することなく設置出来るためソーラー設置による漏水のリスクは無い。 ・アルミ押出し桟カバーで屋根に穴を開けず設置することが出来る。 ・下地架台が屋根を貫通するので止水性に劣る。

昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 屋根仕様比較検討書 Ａ・0221/300



昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 可変性のある内部空間 検討図 Ａ・0241/200
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傍聴席
議員側議長 会議室

質問席

局長

書記

村長

副村長

教育長

教局長

総務課長

（31人配置）

議場

可
動

間
仕

切
壁

村長

議員側議長
会議室

質問席

局長

書記

村長

副村長

教育長

教局長

総務課長

（42人配置）
議場

可
動

間
仕

切
壁

村長

スタッキング
チェア
収納

仕
切
り

仕切り

議長台+机

会議室

（31人配置）

可
動

間
仕

切
壁

仕
切
り

可
動

間
仕

切
壁

議員机

椅子×18

スタッキングチェア
収納

会議室

スタッキングチェア
収納

パターンA

パターンC

パターンB

パターンD

・通常の仕様
・議場と傍聴席
・会議室（農業委員会27人、民生委員会27人）など

・議場側をクローズ
・会議室を拡張して使用（ロの字型42人収容）

・議場を多目的に使用（傍聴席に議会机を収納）
・会議室（農業委員会27人、民生委員会27人）など

・可動間仕切りをフルオープンにし、最も広い面積を確保した状態
・議場の椅子机は廊下などに移動

新庁舎3階は主に議会エリアとなりますが、議場の床をフラットとし、さらに議場と会議室の境界壁を可動間仕切りとすることで、
使用目的に応じた様々な室面積を用意することができる仕様とします 。
可変性と汎用性の高い空間を整備することで利用率が高く様々な目的で使用することのできる新たな空間が生まれる仕様とします 。
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駐輪場

相談相談

サーバー室

キッズ
スペース

相談

職員
通用口

2

風除室
消火栓ポンプ室

相談
兼

授乳室

包括支援
センター

非常用
発電機

オイル
サービス
タンク

ＥＰＳ

可動間仕切壁

物品庫

可動間仕切壁

※議場内の机・椅子類は
　別途工事（備品工事）とします。

執行部机
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駐輪場

サーバー室

キッズ
スペース

職員
通用口

2

風除室
消火栓ポンプ室

多目的室

包括支援
センター

非常用
発電機

オイル
サービス
タンク

ＥＰＳ

物品庫

パターンA

パターンB

・個別の相談室
　を4室確保
・相談室の一つを
　授乳室兼用室と
　する

・可動間仕切り壁
　を解放し多目的
　室として使用可
　
　屋外からも直接
　出入りが可能
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671.86ｍ23階平面計画図

1階平面計画図 958.87ｍ22階平面計画図

延べ面積　
2,587.21ｍ2

956.48ｍ2

屋根伏図
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特特定防火設備

防火設備

消埋込消火器ボックス

代替進入口

排煙区画≦500ｍ2（≦30ｍ）

防火区画（竪穴区画）≦1500ｍ2

誘導標識

特

特

3000

防

防

防

3000

防煙垂れ壁 防煙垂れ壁

排煙区画面積485ｍ2

排煙区画面積474ｍ2

地流し場

蓄電池

発電機
（県防災）

発電機
（防災行政無線）

非常用
発電機

オイル
サービス
タンク

地震計

高置水槽
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屋根

傍聴席

議員控室

正副議長室

機械室

議会事務局
（2）

ルーフバルコニー

受変電設備 空調室外機

10ＫＷ

2440*765　9台

給湯室
倉庫

煙突 煙突

議員側議長

（ボイラー室）

会議室

質問席

局長

書記

村長

副村長

教育長

教局長

総務課長

議員更衣室

議員
図書室

男ＷＣ

女ＷＣ

ＥＶ
13人

多目的
ＷＣ

ＰＳ

（31人配置）

議場
書庫

縁側テラス

駐輪場

男ＷＣ

女ＷＣ

ＥＶ
13人

風除室

車寄せ庇
（キャノピー）

備品
倉庫

宿直室

相談室2相談室1
出納室
（2）

税務課
（7）

保健福祉課
（19）

待合スペース
エントランスホール

サーバー室

キッズ
スペース

職員
通用口
1

ゴミ
分別庫

風除室

住民係
（4）

相談室3

職員
通用口
2

風除室

倉庫
自販機

AED

村紹介展示∫∞≈∞

多目的
ＷＣ

相談
兼
授乳室

女子更衣室 男子更衣室

給湯室
休憩室脱衣 出納

金庫

ローカウンター

ハイカウンター

印刷
コーナー

医務室

ＥＰＳ

窓口 洗濯

ユニット
シャワー

包括支援
センター

車寄せ屋根

事務室

産業課
（9）

建設課
（9）

簡易打合
コーナー

打ち合せ室2

企画課
（9）

書庫

（18人配置）

総合盤

待合スペース

ローカウンター

総務課
（19）

応接室
（防災対策室）

村長室副村長席印刷
コーナー

給湯室

男ＷＣ

女ＷＣ

ＥＶ
13人

倉庫

村紹介展示∫∞≈∞

ＰＳ

会議室

多目的
ＷＣ

ＥＰＳ

防災用パラボラ
アンテナ

移
動
間
仕
切
壁

事務室

作業室

可
動
間
仕
切
壁

ＥＰＳ ＥＰＳ

避雷
設備

防災無線
アンテナ

スペース

可
動
間
仕
切
壁

打ち合せ室1

可動間仕切壁

Õfi›¡

屋根

ÕfiØƒ ÕfiØƒ

ＥＰＳ

物品庫

可動間仕切壁

物品庫 防災用情報
受発信室

ＰＳ

フラッグポール

Œfi≤◊∞用
灯油¿›∏

郵便
ポスト

（増床可能スペース）

村長

小屋裏用階段室

可動間仕切壁

公衆
電話



行政ȕȭǢ

議会ȕȭǢ
ȫȸȕ
Ȑȫコȋȸ

井裏Ʒ梁ɦ空間フ00ȟȪ確保ټ

ᲬＦ

ᲭＦ
議場

事務室

事務室

フ
バ8
ｍ

ピ
バ8
ｍ

ピ
バ8
ｍ

ピ
バ8
ｍ

4
バ0
ｍ

4
バ0
ｍ

フ
バ7
ｍ

機械設置
スペȸス

行政ȕȭǢ
ᲫＦ

夏至

冬至

副村長席

給湯室
休憩室

待合
スペȸス

待合
スペȸス

LED照明Ტ人感センサȸ分照度センサȸᲣ
WCや階段ƳƲ共用部Ʒ照明ƴ人感センサȸŴ
外灯ƴ照度センサȸƱǿǤȞȸを設ƚǔƜƱưエネȫǮȸ効率Ʒ向ɥをƸƔǓますŵ
またŴLED照明等Ʒ採用ƴǑǓ部品交換作業や更新コストを抑えますŵ

高断熱性Ʒ複層Ǭȩスを採用しŴ熱負荷軽減をƸƔǓますŵ

Low切e 複層Ǭȩス ECO LCC

ECO LCC

電力ƷȔȸǯǫット及び災害時Ʒ補助電力ƱしƯ活用すǔ計画Ʊしますŵ

陽光発電システȠٽ
既存Ʒȑネȫ10kWƱ蓄電池15kWを発電効率Ʒ良い屋根ƴ移設しますŵ

床暖房

ECO

ECO LCC

給水Ƹ小屋裏ƴ常時電源を必要ƱしƳい高置水槽を設ƚŴ
断水時ƴ補給可能Ƴ容量フ㎥Ტ約ピ0人×7ピ時間Უを
確保しますŵ

高置水槽

COピ制御
COピ制御ƴǑǓ空気環境基準を超えƳい範囲ư
換気ƴƓƚǔ外気ӕ入量を自動制御すǔƜƱưŴ
外気負荷を減ǒし空調機ƷエネȫǮȸ消費量Ʒ削減をƸƔǓますŵ

各エȪǢ毎ƴ熱源本体Ʒ系統ЎƚをしŴ
時間外業務等ƴƓƚǔ空調設備Ʒ効率的Ƴ運転を可能Ʊしますŵ

個別Ў散空調方式 ECO

ECO

ECO

LCC

OAȕȭǢƱ床暖房を両立した仕様Ʊしますŵ
体感温度Ʒ高い輻射ƴǑǔ快適Ƴ執務環境Ʒ確保Ʊ
空調負荷軽減をƸƔǓますŵ
またŴ床暖房Ƹ工事コストƱȩンȋンǰコストƕஇǋ安価ư
維持管理ƕ容易Ƴ架橋ȝȪエȁȬン管温水循環ȑネȫ式Ʊしますŵ

またŴ屋根面ƴƸ予備ƱしƯ40kWЎƷ増設ƕ可能Ƴ面を確保しƯいますŵ

自然採光

自然通風

自然通風

自然通風

自然採光

環境配慮事項

業務継続計画

長寿命化を支える構造計画

ライフサイクルコストの削減

ECO

BCP

長寿命

LCC

凡例

BCP

災害時Ʒ電力供給ƱしƯ7ピ時間ЎƷ電力供給ƕ可能Ƴ自家発電設備を設置し

自家発電設備 BCP

サȸȐȸ室Ƹ地形的ƴ水害Ʒ可能性ƕ低いƜƱƔǒ地震時Ʒ振幅
Ʒ少Ƴい1階ƴ配置しŴ免震機能を持つȟュȸソȬȸǿȸを採用
すǔƜƱưŴ地震時Ʒ安全性を確保し機能維持をƸƔǓますŵ

床免震機能ナȟュȸソȬȸǿȸニƷ採用 BCP

押出成形セȡント板ƴ親水性Ʒȕッ素樹脂塗装Ʒ
表面コȸテǣンǰを施すƜƱưŴ水やǢȫǫȪ質ƴ強Ƙ
凍害ƴ対し優Ǖた耐候性Ŵ耐久性を有す外壁仕ɥƛを
採用すǔƜƱưȡンテȊンスȕȪȸƷ壁仕ɥƱしますŵ

外壁Ʒ親水性ȕッ素樹脂塗装 LCC 長寿命

常時Ŵ非常時Ʒ節水をƸƔǓますŵ

超節水型トǤȬ器具

ɦ水ᢊ本管接続Ʒ手前ƴ汚水槽ƱЏஆ桝を設ƚŴɦ水本管Ȁウン時ǋ
7ピ時間ЎᲢフ日ЎᲣƷ汚水を貯留可能Ʊしますŵ

排水槽 BCP

災害時機能維持計画 BCP

BCP

サȸȐȸ室や防災諸室Ʒஇ低限Ʒ稼働Ʊ1Ŵピ階Ʒ1パ4程度Ʒ照明Ŵ1階トǤȬƷ使用ƳƲ

屋根 長寿命

電気ȷ機械設備Ʒ機能維持をƸƔǓますŵ

優Ǖた耐久性Ʊ水密性を有すǔŴȕッ素ラL鋼板Ʒ嵌合式システȠ瓦棒葺Ɩを採用すǔƜƱư
ȡンテȊンスȕȪȸƷ屋根仕ɥƱしますŵ
またŴ雪止ǊƱ瓦棒Ʒ間ƴ発生すǔ隙間ǑǓ雪ƕ落ɦすǔƜƱを防ƙたǊŴ
Ǣǿッȁȡントを設ƚ安全性を確保しますŵ

災害時ƴ防災機能Ʒ中心ƱƳǔ村長室や総務課Ŵ
防災用情報Ӗ発信室を隣接しƯ配置しますŵ
またŴ災害時ƴƸ村長室Ʊ隣接すǔ応接室ƕ防災対策室
ƱしƯ機能すǔ計画Ʊしますŵ
防災機能ƷエȪǢを集約すǔƜƱư､情報収集､指示伝ᢋを
的確Ɣつ迅速ƴ行えǔBCP庁舎を目指しますŵ

Ａ・026環境・省エネ計画図昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 NoScale
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ユニバーʍルデʎイン計画株式会社　福島建築設計事務所 NoScale Ａ・027昭和村新庁舎建設基本設計業務

ユニバȸǵȫȇǶインǁƷ配慮

子供Ɣǒ高齢者Ŵ障ƕい者Ŵ妊産婦Ʒ方ƳƲƢǂƯƷ来庁者ƴ配慮Ơた施設計画Ʊ

ƠまƢŵ

初ǊƯƷ来庁者ưǋ迷わƳい案ϋ表示や各階ƴ多目的ȈイȬƷ配置Ŵ車椅子利用者

ƴǋ配慮Ơた動線やǹȚȸǹƷ確保ƳƲŴ誰ǋƕ安心ƠƯ利用ưƖǔ庁舎ƱƠまƢŵ

◆ǨȬșȸǿȸ設置計画

ųȷɥɦ階移動ƷໝƷǨȬșȸǿȸƸ施設Ʒ南ƴビӨ設置ƠŴό滑Ƴɥɦ動線を確

ųų保ƠまƢŵ

ųȷ風除室Ʒ正面ƴǨȬșȸǿȸを設けǔこƱưŴ来庁者Ƹ一目ưǨȬșȸǿȸƷ

ųų位置を確認ưƖまƢŵ

ųȷǨȬșȸǿȸƸ乗用ビフ人ƱƠŴ車椅子対応仕様Ŵໜ字銘板Ʒ設置等ƴǑǓŴƢ

ųųǂƯƷ人ƴやさƠいバȪアȕȪȸ仕様ƱƠまƢŵ

ųȷǫǴϋƴƸ音声案ϋ設備や車椅子利用者操作盤等を設けǔ計画ƱƠまƢŵ

◆案ϋǵインȷ誘ݰǵイン計画

ųȷƸơǊƯƷ来庁者や高齢者Ʒ方々ƴǋ分ƔǓ易くŴ文字Ʒ大Ɩさや色彩計画ƴ

ųų配慮Ơた識別ƠやƢいǵイン計画ƱƠまƢŵ

ųȷȔクȈ表示やイȩǹȈƴǑǔ案ϋǵインを充実させŴ外国Ʒ方ƴǋ理解ƠやƢ

ųųい表示を工夫ƠŴ矢印表示や英語表記等ǋ併設ƢǔƳƲ多くƷ人ƴ伝わǔȇǶ

ųųインを目指ƢǋƷƱƠまƢŵ

ȷ風除室を入ǓŴ待合ǹȚȸǹƴ移

ų動Ơた時ໜưワンȫȸȠƴ広ƕǔ

ų窓口を一望ƢǔこƱƕưƖŴ目的

ųƴ応ơたワンǹȈップǵȸȓǹƷ

ų提供をӖけǔこƱƕưƖまƢŵ

ȷ階段や廊ɦƸ車椅子利用者Ʒ回転

ų空間やƢǕ違いƴ配慮ƠたゆƱǓ

ųあǔ通路幅員を確保ƠまƢŵ

Nursing roomMultipurpose

ųȷ多目的ȈイȬや授乳室Ƹ待合ǹȚȸǹ等Ʒ共用部ƔǒŴ視認性Ʒ高い場所ƴ設

ųų置Ơ分ƔǓやƢいǵイン表示ƴǑǓ誘ݰƠまƢŵ

ųȷ窓口Ʒ柱ƴƸ課名を表示Ơた案ϋǵインを配置ƠまƢŵǵインƸӕǓ外Ơӧ能

ųųƱƢǔこƱưŴ課Ʒ配置ஆやŴǨȪア分け等ƴ柔軟ƴ対応ưƖǔ計画ƱƠまƢŵ

ųȷȔクȈǵインᲢイȡȸǸᲣ

ųȷ窓口ǵインᲢイȡȸǸᲣ

ųų窓口ǵインƷ表示ǷǹȆȠ

◆ȈイȬȷ授乳室等Ʒ計画

ųȷ車椅子利用者Ŵ高齢者や子Ʋǋ連ǕƷ方ƕŴό滑ƴ利用ƢǔたǊƴ必要Ƴ機能

ųųを備えた多目的ȈイȬを全ƯƷ階ƴ設置ƠまƢŵșȓȸǷȸȈȷșȓȸチǧア

ųų等を用意Ơた多機能ȈイȬƱƠƯ整備ƠŴǪǹȈȡイȈ設備Ƹビ階多目的Ȉイ

ųųȬϋƴ設置ƠまƢŵ

ųȷ子供連ǕƷ来庁者Ʒ方ƴ対処ƢǔたǊŴビ階ȕȭアƴ相談室兼授乳室を設けǔ

ųų計画ƱƠまƢŵキッǺǹȚȸǹƱ隣接させǔこƱưŴ利便性をƸƔǓまƢŵ

◆動線計画

ų屋外空間Ƹ歩行者Ʊ車輌Ʒ動線Ʒ明確化を図ǓまƢŵ

ųȷ徒歩ưƷ来庁者Ƹ接道Ƣǔ道路歩道Ɣǒ庁舎ƴ沿うǑうƳ動線ƱƠŴ車輌ƱƷ

ųų交わǓをஇݱ限ƴ抑えǔ計画ƱƠまƢŵ

ųų歩道ƔǒƷ動線を短くƢǔこƱƴǑǓŴ敷地外Ʒ周辺施設ƔǒƷアクǻǹƷ利

ųų便性を高ǊまƢŵ

ųȷ車寄せƸバǹや健診車輌ƕ停車ƢǔこƱƷưƖǔ高さを確保ƢǔƱ共ƴŴžƓ

ųųǋいやǓ駐車場ſピӨ分を併設ƢǔこƱư雨天時ưƷ来庁ǋŴǹȠȸǺƳ計画

ųųƱƠまƢŵ

ųȷ屋ϋ外共ƴ基本的ƴ段差を解消Ơた施設計画ƱƠŴȬșȫ的ƴ段差Ʒ生ơǔ部

ųų位ƴƸ手摺Ǔを併設Ơたǹȭȸプを設けǔƳƲŴƢǂƯƷ部位ư段差解消を実

ųų践ƠまƢŵ

ųȷ相談室ƳƲŴ来庁者ƕ利用Ƣǔ諸室Ʒ建具Ƹ引Ɩ戸ƱƢǔこƱưŴ車椅子利用

ųų者や高齢者ƴ配慮Ơた計画ƱƠまƢŵ
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■ 法規検討書

地名地番

用途地域

防火Ă準防火Ɉ有無

敷地面積

工事種別 新築

構造

階数

床面積

2F

1F

延ɓ面積

耐火Ɉ有無

床面積

都市計画区域外：用途地域Ɉ指定ɈɄい地域

指定Ʉし

建築敷地āāāā5,210m2

鉄骨造

建築物Ɉ概要 主要用途 建築基準法āāā08470 ：事務所

2,587.21 m2

準耐火建築物

容積率・建ɔい率

消防法āāāāĪ15ī項 ：事務所等

・新庁舎棟

地上3階建ɀ

耐火Ɉ有無 耐火建築物

956.48 m2

958.87 m2

227.50m2

建築面積 1013.32 m2

構造 鉄骨造  

階数 地下1階建ɀ

延ɓ面積

建ɔい率

容積率

建築面積

227.50m2

・多段式駐車場

斜�制限Ʉし

11.900m最高Ɉ軒高さ

15.050m最高Ɉ高さ

床面積

用途 西庁舎…現在Ɉ用途 事務所

建築面積

・西庁舎Ī既存ī

11.700m最高Ɉ軒高さ

12.500m最高Ɉ高さ

構造 鉄骨造

階数 地上3階建ɀ

2F

1F

延ɓ面積 869.32 m2

256.68 m2

306.32 m2

306.32 m2

310.27 m2

既存建物Ɉ確認申請 既存庁舎

確認年月日：平成5年10月5日西庁舎

検査済証：Ʉし

227.50m2

設備概要 上水 東道路内Ɉ給水本管ɢɤ引ȧ込ə

排水Ī雑Ă汚水ī 東道路内Ɉ下水本管Ʌ接続

排水Ī雨水ī 西側南北Ɉ既設雨水桝Ʌ接続

電気引込

電話､情報系Ɉ引込

届出関係 ・中高層建物：群馬県建築物Ɉ建築計画
āāāāāāā事前公開及び電波障害防止Ʌ
āāāāāāā関すɥ指導要綱

←地上階数Ȧ4以上Ă若しくɉ建物Ɉ最高高さȦ15m以上ɈɜɈ

←昭和村Ɂ建築物Ɉ新築を行う場合・昭和村景観条例

←非住宅部分Ɉ床面積Ȧ2,000m2以上Ɉ新築・増�築・建築物Ɉエネ˃ʆー消費性能Ɉ
ā�上Ʌ関すɥ法律Ī省エネ適判ī

←土地Ɉ形質変更(切土Ă盛土Ă土砂Ɉ仮置場（土地Ɉ面積3000m²以上・土壌汚染対策法

←特定建築物Ī床面積Ȧ2,000m2以上ī
・高齢者Ă障害者等Ɉ移動等Ɉ円滑化
ā促進Ʌ関すɥ法律：バ˂アフ˂ー法

←建築解体：80m2以上Ă建物Ɉ新築：500m2以上・建設˂サイʇ˃法

3F

北側：県道ā9.0m 東側：県道ā9.0m

都市計画区域外Ɉたɛ指定Ʉし

都市計画区域外Ɉたɛ制限Ʉし

最高Ɉ軒高さ

3.400m最高Ɉ高さ

耐火Ɉ有無 準耐火建築物

都市計画区域外Ɉたɛ指定Ʉし

都市計画区域外Ɉたɛ指定Ʉし

道路

用途

用途

事務所

自動車車庫

・騒音・振動規制法

・大気汚染防止法関係 ←特定建築材料Ȧ使用さɦɀいɥ建築物を解体すɥ作業
ā特定建築材料Ȧ使用さɦɀいɥ建築物を�造し Ă又ɉ補修すɥ作業

←特定建設作業を伴う建設工事を実施すɥ場合

地下1F

群馬県利根郡昭和村大字糸井388-1 Ă386-1Ă387-1Ă388-3Ă389Ă390-1

āāāāāāāāāāāāā394-1Ă394-3Ă394-5Ă394-6Ă394-7Ă394-8

確認番号：第 3040 号

急傾斜地崩壊危険区域 指定Ʉし

←建物Ɉ新築：官公庁施設Ī全ɀɈɜɈī・人Ʌやさしい福祉Ɉɘちȿくɤ

※ 西庁舎Ɉ申請時Ɉ地番

←河川保全区域Ī河川区域�ȥɣ20mīɁɈ工作物Ɉ設置ɘたɉ Ă
ā�築すɥɜɈ
ā土地Ɉ掘削Ă盛土Ă切土ɄɃ形状変更を行うɜɈ

・河川保全区域行為許可申請
Ī多段式駐車場Ă擁壁ī

確認年月日：不明

検査済証：不明

確認番号：不明

許可申請

※別資料参照

※別資料参照

(届出ɥ者：発注者又ɉ施行者（

(届出ɥ者：施行者（

北側道路Ɉ配電�ɢɤ引込

北側道路Ɉ通信�ɢɤ引込

3F 671.86 m2

Ａ・044法規検討書昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ā福島建築設計事務所 No ぺりよlれ
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領域B 平均地盤面算定立面図　1/100

ϱ：32.5×3.5=113.75m²

ϲ：4.536×3.5=15.876m²

ϳ：4.286×3.0/2 =6.429

　　4.286×0.5　 =2.143

　　0.25  ×0.5　 =0.125

→　6.429+2.143+0.125=8.697m²

領域A平均地盤面

ϱ：32.5×3.5=113.75m²

ϲ：2.464×3.5=8.624m²

ϳ：0.714×0.5/2 =0.1785m²

領域B平均地盤面

東側立面図　1/100
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天井高さɈ算定　1/100

ϱ〜ϳ合計：138.323m²

�長：74.072m

138.323÷74.072=1.8674

基準地盤面かɣɈ高さ：1.867m

天井高さ3352/3≦1867mm

ɢって領域Aɉ地階とɄる

ϱ〜ϳ合計：122.5525m²

�長：68.225m

122.5525÷68.225=1.7962

基準地盤面かɣɈ高さ：1.796m

天井高さ3352/3≦1796mm

ɢって領域Bɉ地階とɄる

凡例

領域A 　：

領域B　 ：

埋ɛ土　：

0ｍ 5ｍ 10ｍ 20ｍ

Ａ・057多段式駐車場平均地盤面算定図Ī高さ3m毎ī昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 図示



昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 西庁舎改修計画図 Ａ・0581/300

※改修工事は、大規模の修繕及び大規模の模様替えに該当しない。

※改修前後の建築物の主要用途は「事務所」のまま変わらない。

・主要用途：事務所
・構造：鉄骨造
・耐火の有無：準耐火建築物
・階数：地上3階建て
・最高の軒の高さ：11 .70ｍ
・最高の高さ：12.50ｍ

・延べ面積：869.32ｍ2
・建築面積：310.27ｍ2

・確認年月日：平成5年10日5日
・確認番号：第3040号
・検査済証：無し

1階床面積：256.68ｍ2
2階床面積：306.32ｍ2
3階床面積：306.32ｍ2

延べ面積：869.32ｍ2

2階改修面積：174ｍ2

1階改修面積：48ｍ2

改修延べ面積：222ｍ2

延べ面積の過半：434.66ｍ2　>　改修延べ面積：222ｍ2

183

105

8

61

改修工事範囲を示す（WC改修は無し）
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通路新設（多段式駐車場工事）

西庁舎　改修前 西庁舎　改修後

ボイラー室

玄関
ホール

玄関
ホール

ポーチポーチ

駐車場

1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

男子便所

女子便所 湯沸室

企画課 産業課 建設課

男子便所

女子便所 湯沸室

会議室 会議室

ボイラー室

玄関
ホール

玄関
ホール

ポーチポーチ

駐車場

1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

男子便所

女子便所 湯沸室

男子便所

女子便所 湯沸室
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ル

書庫

倉庫

会議室
（期日前投票所）

備蓄倉庫
48

３階：倉庫として使用するが、改修工事は無い

２階：・間仕切壁の新設（LGS65PB)
　　　・最小限の内装改修工事
　　　

ス
ロ
ー
プ

・会議室に空調機新設

１階：・間仕切壁の新設（ALC竪貼ST）
　　　

・※集密書庫としての使用は不可
　（荷重増はNG)

既存º¨Ø¿∞ 既存º¨Ø¿∞ 既存º¨Ø¿∞ 既存º¨Ø¿∞ 既存º¨Ø¿∞ 既存º¨Ø¿∞ 既存º¨Ø¿∞ 既存º¨Ø¿∞



事業全体工程表

2021年（R3年）

年度

月

年

2020年度（R2年度）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2021年度（R3年度） 2022年度（R4年度） 2023年度（R5年度）

2022年（R4年） 2023年（R5年）2020年（R2年）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2024年度（R6年度）

2024年（R6年）

基本設計 実施設計

確認申請

◇本庁舎建設工事 施工期間約15ヶ月

Ｓ-3（2,567ｍ2）

▼新庁舎供用開始

◇備品類搬入工事

新庁舎工事監理

①新庁舎建設工事

③多段式駐車場等
　外構整備工事

④西庁舎改修工事

設計監理業務

各種申請手数料

◇既存キャノピー解体工事

引越作業

◇外構1期工事
・駐車場
・屋外機械置場
・その他

◇既存庁舎解体工事

②既存庁舎解体工事

◇擁壁H4.0m工事

◇多段式駐車場工事

◇西庁舎改修工事

全事業終了▼

◇外構2期工事
・駐車場
・スロープ
・その他

解体・外構・西庁舎工事監理

確認基本手数料：337,000
構造計算2棟加算：67,400
構造適判整合性加算：10,000
消防同意加算：3,000
・建築物確認申請計：417,400
・構造計算法適合性判定：240,000
・省エネ適合性判定：120,000
・工作物確認申請：24,000×4

・中間検査：169,000 ・仮使用申請基本手数料：300,000
・省エネ加算：50,000

・建築物完了検査
：88,000

合計
1,576,400

・工作物完了検査
：24,000×4

Ｓ-2（227ｍ2）

計：873,400

計：169,000

計：350,000

計：184,000

※計画面積等により
変化する場合があります

※記載の工程は全ての工事が所定の手続きを経て順調に進行した場合の工程計画であり 、今後の進捗により工程は変化する場合があります。

（日本ERIに申請予定）

Ａ・061事業全体工程表（案）昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所
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Electric-services
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電 気 設 備 概 要 ڦ

設備実施項目ڧ

受変電設備

動力設備

電灯設備

業務ᨺ送設備

テࣞビ共ྠ聴視設備

自動火災報知࣭防排煙設備

非常用発電設備

避雷設備

滑࣭環境整備ࡢ議会運営ڧ
議場適正࡞ᨺ送࣭音響࣭映像設備を整備しࠊ議会運営ࡀ滑ࡘ簡単行えࡼࡿう࡞

状況ࡢ周辺インフࣛڧ
࣭電力引込

東京電力配電線を側敷地ෆ設置すࡿ引込柱方向性負荷開閉器㸦㹎ＡＳ㸧を経࡚ࠊ
構ෆハン࣮ࣝ࣍ࢻ設置しࠊ௨降地中埋設࡚引込ࡴ計画しࡲすࠋ

࣭通信引込

庁舎ෆ情報発信࣭映像配信を簡易࡞操作࡛行えࡼࡿう計画しࡲすࠋ

幹線設備

非常照明設備

照明器具設備

コンࢭンࢺ設備
空調࣭換気電源設備

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.
22.
23.
24.
25.

電気時計設備

インタ࣮࣍ン設備
イࣞ呼出表示設備ࢺ
電話設備

棟ྡ称
本庁舎 外構工事項目３o 備考

通信配電線を側敷地ෆ設置すࡿ電力引込柱を利用し࡚架空࡚引込ࠊࡳ

情報通信設備

警報受信設備

議場映像音響設備

現況㸧

計画㸧

現況㸧

計画㸧

側道路ࡢ配電線路ࠊࡾࡼ架空࡚引ࡁ込࡚ࢀࡲいࡲすࠋ

側道路ࡢ通信線路ࠊࡾࡼ架空࡚引ࡁ込࡚ࢀࡲいࡲすࠋ

電 気 設 備 設 計 方 針 ڦ

機器別途

シࢫテ࣒構築を計画しࡲすࠋ

基本方針ڧ
役場庁舎し࡚ࡢ機能࣭環境ࡢ整備伴いࠊ行ᨻエࣜアࡢ利便性や機能性向上ࡀ図ࡿࢀ

防災拠点施設し࡚ࡢ整備を行いࠊ災害発生伴う停電時࠾い࡚ࡶ㸵㸰時間ࡢ
燃料備蓄を確保しࠊ非常用発電機ࡿࡼ電源供給ࡀ可能ࡿ࡞計画しࡲすࠋ

設備計画を目指しࠊ議会運営ࡶ簡単且ࢬ࣮࣒ࢫࡘ行えࡼࡿう࡞計画しࡲすࠋ

構ෆハン࣮ࣝ࣍ࢻを経࡚ࠊ௨降地中埋設࡚引込ࡴ計画しࡲすࠋ

ࠊ共ࡿ配慮した計画す環境࡞省資源࣭省エネࣝギ࣮ࠊたࡲ
日々࣓ࡢンテࢼンࢫやࠊ機器ࡢ更新࣭増設࡞配慮した設備計画を採用すࡿ方針しࡲすࠋ

環境࣭省エネ対策ڧ

既設太陽光発電࣭蓄電池シࢫテ࣒を移設しࠊ再生可能エネࣝギ࣮を利用しࡲすࠋ

確保ࡢ安全性࣭防災機能ڧ
機器ࡢ耐震安全性配慮した計画しࡲすࠋ㸦建築設備：甲類㸧
災害対策諸室対し࡚非常用発電機を設置しࠊ無補給࡛㸵㸰時間ࡢ電源確保をしࡲすࠋ

日常点検ࡀし易い高さや配置ࠊ機器ࡢ更新࣭増設時ࡢ設置ࢫ࣮࣌ࢫを確保しࡲすࠋ

Ｌ㹃㹂照明器具ࡢ採用を基本しࠊ点滅回路ࡢ細分ࡾࡼ必要箇所ࡢ照度維持
ࠋすࡲࡾ電力使用量低減を図࡛こࡿ発停を制御すࡢ照明器具ࡿࡼンサ࣮ࢭ人感ࡢイࣞෆࢺ

   

太陽光発電࣭蓄電池設備

機器別途

利便性࣭機能性向上ࡢ行ᨻエࣜアڧ
事務作業ࡢ利便性や機能向上を図ࡿたࠊࡵ床を㹍Ａフࣟアしࠊ事務機器電源ࡢ床上配線ࡿࡼ

ࠋすࡲ寄与し利便性ࡢ来庁者ࠊ࡛こࡿ公衆Ｗｉ㸫㹄ｉ環境を整備すࠊたࡲ
ࠋすࡲし計画ࡿࡁ࡛ࡀ変更ࢺイアウࣞ࡞簡便ࠊ回避やࡁ࡙ࡲࡘ

西庁舎改修工事

西庁舎

既存移設

建物概要ڧ
鉄骨造ࠉ㸱階建࡚ࠉ延床面積㸰㸪５㸶㸵㸬㸰㸯ｍ2
消防法施行௧ࠉ別表第㸯ࠉ㸯５項㸦事務所㸧
建築構造：Ⅰ類ࠉ建築非構造部ᮦ：Ａ類ࠉ建築設備：甲類○耐震区分

○消防法
○構造規模

通信事業者ࡢࡽ引込ࠊࡣ災害時ࡢ通信途絶ࡀ起こࡾくいたࠊࡵ
側ࡢࡽ㸯方向ࡳࡢしࡲすࠋ



一般照明

ࢺウンࣛࢲ

受変電キュ࣮ビࣝࢡ

非常用発電機

埋込ࢡࢫエ型
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㸯㸫㸴㸬照明器具設備

議場ࠉࠉࠉ直付ࣛン型㹊㹃㹂࣭㹊㹃㹂ࢲウンࣛࢺ

器具ࡢ配置ࡣ室用途応ࡌ計画ࠋࡍࡲࡋ
㹈㹇㹑照度を基準ࠋࡍࡲࡋ
㸯φ㸰㸮㸮㹔回路࣭࣭࣭㸱㸮㸮㸮㹔㸿程度を㸯回路ࠋࡍࡲࡋ
㸯φ㸯㸮㸮㹔回路࣭࣭࣭㸯㸳㸮㸮㹔㸿程度を㸯回路ࠋࡍࡲࡋ

○回路構成
○照度計画

○照明器具

㸯㸫㸰㸬非常࣭保Ᏻ用発電設備

据置型ࣝࢮ࣮ࢹエンࢪン駆動交流発電機

○発電機出力

○発電装置型式

消防法基࡙く非常用発電ࠊ緊急時電源確保ࡢたࡢࡵ保Ᏻ用発電を兼用ࡋた発電機を

○発停方式
○燃料
○冷却方式

○㈇荷設備 屋内消火栓࣏ンࠊࣉ保Ᏻ電灯ࠊ非常照明ࠊ保Ᏻコンࢭンࢺ

㸯㸬基幹設備࣭一般電気設備
本設備ࡣ信頼性を第一ࠊࡋ高効率ࡘᏳ全性࣭保Ᏺ性富ࡴ設備ࠋࡍࡲࡋ
㸯㸫㸯㸬受変電設備

㸱φ㸱㹕ࠉ㸳㸮㹆ｚࠉ㸴㸬㸴ｋ㹔㸦高圧㸧
本線ࠉ㸯回線受電㸦側道路配電線ࡾࡼ引込ࡳ㸧
構内㸯号柱ୖ設置ࡢ高圧気中開閉器㸦Ｐ㸿㹑㸧以降
架空引込

࣭概略容量算定基準値
○୕相ࠉ一般動力10.0ࠉࠉࠉࠉ kW

○単相ࠉ電灯15.0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ kVA
○単相ࠉコンࢭン75.0ࠉࠉࠉࢺ kVA

㸯㸫㸲㸬幹線設備
信頼性࣭経済性࣭㈇荷変動対ࡿࡍ柔軟性留意ࠊࡋ主幹線を計画ࠋࡍࡲࡋ

㹇㹔電線࣭㹁㹔㹒࣭ࣝࣈ࣮ࢣ㹄Ｐࣝࣈ࣮ࢣ等

動力回路ࠉ㸿㹁ࠊ㸿㹁㸫㹅㹁ࠉ㸱φ㸱㹕㸰㸮㸮㹔
電灯回路ࠉ㸿㹁ࠊ㸿㹁㸫㹅㹁ࠉ㸯φ㸱㹕㸰㸮㸮㹔㸭㸯㸮㸮㹔

○電気方式

○配線方式

○引込方式
○㈈産区分
○受電方式
○受変電設備

屋外閉鎖型配電盤㸦屋ୖ設置㸧
遮断器࣭࣭࣭㹔㹁㹀㸦電動式㸧
変圧器࣭࣭࣭ࢺッࣛࣉン࣮ࢼ油入変圧器
一般動力࣭࣭࣭ࠉࠉ㸱φ㸱㹕㸰㸯㸮㹔ࠉ㸰㸮㸮ｋ㹔㸿

一般電灯࣭࣭࣭ࠉࠉ㸯φ㸱㹕㸰㸯㸮㹔㸭㸯㸮㸳㹔ࠉ㸯㸮㸮ｋ㹔㸿

○設備容量

○主要機器
○設備形式

○୕相ࠉ空調動力170.0 ࠉࠉࠉ kW

○୕相ࠉ非常動力。消防)9.0 ࠉ kW

○単相ࠉ保Ᏻ電灯5.0 ࠉࠉࠉࠉ kVA

保Ᏻ電灯࣭࣭࣭ࠉࠉ㸯φ㸱㹕㸰㸯㸮㹔㸭㸯㸮㸳㹔ࠉࠉ㸵㸳ｋ㹔㸿

非常保Ᏻ動力࣭࣭࣭㸱φ㸱㹕㸰㸯㸮㹔ࠉ㸯㸮㸮ｋ㹔㸿

㸱φ㸱㹕㸰㸯㸮㹔ࠉ㸯㸱㸳ｋ㹔㸿

電気式自動起動自動停止
ﾃ㺼ｨｰｾ㺼ﾙ軽油。屋外ﾀ㺻ｸ1950１)72Ｍ以ୖ想定※
式࣮ࢱエ࣮ࢪࣛ

空調機㸦ｻｰﾊ㺼ｰ室､災害対策室､災害情報受発信室㸧等

受変電設備ࡾࡼ各電灯盤࣭動力盤等へࣛࣝࣈ࣮ࢣࠊッ࣭ࢡ配管࡚
電源を供給ࠋࡍࡲࡋ

○配線仕様

㸯㸫㸳㸬動力設備
動力制御盤ࣛࣝࣈ࣮ࢣࡾࡼッ࣭ࢡ配管࡚各機器へ電源ࡢ供給をࠋࡍࡲࡋ

㹇㹔電線࣭㹁㹔㹒ࣝࣈ࣮ࢣ等

保護方式ࠉ㹋㹁㹁㹀ࡲたࡣ㹃㹊㹁㹀࡛警報接点付
始動方式ࠉ㸰㸮㸮㹔㸯㸯ｋ㹕以ୖࢱࣝࢹ࣮ࢱࢫࡣ始動装置付
制御電源ࠉ各盤専用㹋㹁㹁㹀を設けࠋࡍࡲ

必要箇所自立型及び壁掛型配電盤を設置○盤形式
○機器仕様

○配線方式 配線ࡋࡀ配管࣭ころ࣭ࢡッࣛࣝࣈ࣮ࢣ
○配線仕様

給排気等ࡢ操作ࢫ࣮࣐ࢱࠊࡣッ࣭ࢳ温度ࢫッࡿࡼࢳ自動運転ࠋࡍࡲࡋ

㸯㸫㸵㸬電灯設備

ࣛンࢽンࢢコࢺࢫを考慮ࠊࡋ点滅区分を細分ࠋࡍࡲࡋ
主要部分ࡢ点滅ࡣ現場点滅を原則ࠋࡍࡲࡋ
࣭事務室

࣭外部
ࣞࢺ࣭

○点滅区分

電灯盤ࡾࡼころࡋࡀ配線࣭配管࡚照明器具࣭換気扇へ電源ࡢ供給をࠋࡍࡲࡋ
○配線方式 ころࡋࡀ配線࣭配管

࣭共用部

○配線仕様 㹇㹔電線࣭㹁㹔࣭ࣝࣈ࣮ࢣ㹔㹔㹄ࣝࣈ࣮ࢣ等

照明器具設備ࡢ仕様ࡣୗ記ࠋࠋࡍࡲࡾࡼ

共用部ࠉࠉ直付型㹊㹃㹂࣭㹊㹃㹂ࢲウンࣛࢺ
外部ࠉࠉࠉ㹊㹃㹂ࢣࣛࣈッ࣭ࢺ㹊㹃㹂街路灯

○୕相ࠉ保Ᏻ空調動力11.5ࠉࠉ kW

非常࣭保Ᏻ用発電設備

村長室ࠉࠉ埋込ࢡࢫエ型ୗ面࣮ࣂ࢝付㹊㹃㹂

事務室ࠉࠉ直付型㹊㹃㹂

点滅࣭発停制御ࡢ࡛ࢳッࢫࣛࣈンࢱ
ࣜモコンࡿࡼ事務室ࡢࡽ点滅制御
点滅制御ࡿࡼ併用ࡢンサ࣮ࢭ照度࣭࣮࣐ࢱ࣮࣮ࣛࢯ
人感ࢭンサ࣮ࡿࡼ点滅制御

㸯㸫㸱㸬太陽光発電࣭蓄電池設備

やさいࢣ࣏ッࢺ設置ࠋࡍࡲࡋ

環境対策ࡢ一環ࠊ࡚ࡋ屋根ୖ既設太陽光発電࣭蓄電池設備を移設ࠋࡍࡲࡋ
㸯㸮ｋ㹕㸦㸯㸮ｋ㹕ࢸࢫࢩムｘ㸯系統㸧＋㸯㸳ｋ㹕蓄電池○設備容量

ン蓄電池࢜ウムࢳࣜ
○設備機器

気温計○付属機器ࠊ日射計ࠊ表示装置ࠊ計測装置ࠊࢼョࢩࢹワ࣮コンࣃ

結晶系ࣜࢩコン太陽電池モࢪュ࣮ࣝ

非常時࠾けࡿ㸰系統ࡢ電源確保ࠊ࡚ࡋ軽油ࡿࡼ非常用発電機太陽光発電設備及び

○単相ࠉ保Ᏻコンࢭン60.0ࠉࢺ kVA

応接室ࠉࠉ埋込ࢡࢫエ型ୗ面࣮ࣂ࢝付㹊㹃㹂

※

危険物貯蔵管理者ࡢ選任ࡀ必要ࠋࡍࡲࡾ࡞

㸵㸰時間を燃料無補給࡛連続運転ࡿࡍ場合ࠊ消防法危険物ࡢ指定数量

軽油㸯㸮㸮㸮㹊を超えࡿ貯蔵量ࠊࡾ࡞危険物貯蔵所ࡢ申請

蓄電池設備ࡢ併用ࡿࡼ電源ࡢ確保を提案ࠋࡍࡲࡋ
ベ࣮ࢫ電力ࡣ非常用発電機ࠊࡋ補助電力࡚ࡋ太陽光＋蓄電池設備ࠋࡍࡲࡋ
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㸰㸫㸯㸱㸬ࣅࣞࢸ共同聴視設備
屋ୖ地ୖ波ࢪࢹタࣝ対応㹓㹆㹄アンࢼࢸ衛ᫍ用ࣛ࣎ࣛࣃアンࢼࢸを設置ࠊࡋ

㹓㹆㹄㸰㸮素子ࢸࢫンࣞࢫアンࢼࢸ㸦壁付金物共㸧

増幅器
分岐࣭分配器࣭直列ユࢽッࢺ

㹑㸫㸵㸦㸳㸧㹁㸫㹄㹀ࠉ低減衰型同軸ケ࣮ࣝࣈ○配線
○機器類

○アンࢼࢸ

㸯㸫㸷㸬ࢥンࢭンࢺ設備
壁付ࢥンࢭンࢺを基ᮏࠊࡋ事務室㹍㸿ࣟࣇア部分ࡣ専用࣮ࣁネࢥࢫンࢭンࢺを計画ࠋࡍࡲࡋ
大容量機器ࠊ㸰㸮㸮㹔電圧機器ࡢ࡞特殊機器ࡶ対応可能ࠊࡋ暖ᡣ便ᗙࠊ自動水栓等ࡢ
機器ࡘい࡚ࠊࡣ必要応࡚ࡌ漏電遮断器ࡿࡼ地絡保護を考慮ࠋࡍࡲࡋ

㸱㹎㸦㸰㹎＋㸯㹎ア࣮ࢫ㸧を基ᮏࠊࡋ特殊機器ࡘい࡚ࡣ機器容量
を考慮ࡋ計画ࠋࡿࡍ
一般ࢥンࢭン࣭࣭࣭ࢺ㸳～㸵個程ᗘを㸯回路ࠋࡍࡲࡋ
保安及ࡧ㹍㸿床࣭࣭࣭㸱～㸲個を㸯回路ࠋࡍࡲࡋ
専用回路࣭࣭࣭ࠉࠉࠉ単独回路ࠋࡍࡲࡋ

○回路構成

○機器形状

㸯㸫㸶㸬非常照明設備
建築基準法基࡙ࡁ非常用照明設備を設置ࠋࡍࡲࡋ

ころࡋࡀ配線࣭配管
㹇㹔電線࣭㹔㹔㹄ケ࣮ࣝࣈ等

○配線方式
○配線様
○機器様

㸯㸫㸯㸮㸬空調࣭換気電源設備
各室ࡢ空調機࣭換気扇機器へࡢ電源供給及ࠊࡧ操作ࢫイッチࡢ配管࣭配線を行いࠋࡍࡲ
各室ࡣ現場ࡢ操作ࢫイッチࡿࡼ発停を原則ࠊࡋ共用部分ࡣ直近事務室ࢫイッチを設けࠋࡍࡲ

㸰㸬弱電設備
㸰㸫㸯㸯㸬業務放㏦設備
㸰階事務室総合盤ࠊ業務用放㏦アンࣉを計画ࠊࡋ各ᡤ放㏦ࡼࡿࡁ࡛ࡀう࣮ࣆࢫカ࣮

ࣛック型㸱㸴㸮㹕㸰㸮局

エࣜア別ࡿࡼ区分

○主装置

○系統

○配線方式 ころࡋࡀ配線࣭配管
㹆㹎ケ࣮࣭ࣝࣈ㹁㹎㹃㹔ケ࣮ࣝࣈ○配線様

天井埋込型࣭壁掛型࣭࣮࣍ン型等○࣮ࣆࢫカ࣮

㸰㸫㸯㸰㸬電気時計設備
㸰階事務室総合盤ࠊ電気時計設備ࡢ親時計を計画ࠋࡍࡲࡋ

㸰回路親時計࣭電波修正付㸦放㏦ࣛックྲྀ付㸧○主装置

○配線方式 ころࡋࡀ配線࣭配管
㸿㹃ケ࣮࣭ࣝࣈ㹋㹔㹔㹑ケ࣮ࣝࣈ○配線様

壁掛型㸦㸱㸯㸮φ丸型࣭㸱㸮㸮φ半埋込型等㸧○子時計

㸰㸫㸯㸶㸬議場ᫎ像音響設備
議場議会専用ࡢᫎ像音響࣒ࢸࢫࢩを計画ࠋࡍࡲࡋ

○配線方式 ころࡋࡀ配線࣭配管
㹆㹎ケ࣮࣭ࣝࣈ㸿㹃ケ࣮࣭ࣝࣈマイクケ࣮࣭ࣝࣈ同軸ケ࣮ࣝࣈ等○配線様

○機器 音声調整機器ࠊ録画調整機器

タ࣮ࢽࣔ○ 㸯࣭㸰㹄待合ࢫ࣮࣌ࢫ天吊ࢽࣔࡾタ࣮設置を計画

発言用マイクࠊ録画用カ࣓ࣛࠊ機器操作用ࣃソࢥン

必要諸室ཷ信用端子をྲྀ付ࠋࡍࡲࡋ
ころࡋࡀ配線࣭配管○配線方式

㹀㹑㹓㹔㸫㸯
㹀㹑対応

㸰㸫㸯㸲㸬インタ࣮࣍ン設備
玄関入㏥用࡚ࡋカ࣓ࣛ付インタ࣮࣍ンを設置ࠋࡍࡲࡋ
○配線方式
○配線様 㸿㹃ケ࣮ࣝࣈ

ころࡋࡀ配線࣭配管

○機器様 壁掛ࣔࢽタ࣮付インタ࣮࣍ン親機

㸰㸫㸯㸳㸬ࢺイࣞ呼出表示設備
各階ࡢ多目的ࢺイࣞࢺࡢイࣞ呼出信号を㸰階事務室総合盤へ表示ࠋࡍࡲࡋ
ࠋࡍࡲタンをྲྀ付け࣎復旧代表廊ୗ灯口ࡾイࣞ入ࢺ
○配線方式
○配線様 㸿㹃ケ࣮ࣝࣈ

ころࡋࡀ配線࣭配管

○機器様 表示親機ࠊ引ࡶࡦࡁ付押࣎ࡋタンࠊ代表廊ୗ灯ࠊ復旧࣎タン

㸰㸫㸯㸴㸬電話設備

○配線方式
○配線様 構内ケ࣮࣭ࣝࣈ㹒㹉㹃㹔ケ࣮ࣝࣈ等

ケ࣮ࣛࣝࣈック࣭ころࡋࡀ配線࣭配管

地中埋設管ࡣ㹄㹃㹎ࠊࡋ予備を含ࡵφ㸱㸮×㸳条敷設ࠋࡍࡲࡋ
㸯階㹋㹂㹄盤を起点ࠊࡋ各階㹃㹎㹑内㹇㹂㹄端子盤を設置ࠊࡋ幹線を敷設ࠋࡍࡲࡋ
各端子盤ࡽ各端ᮎへࡢ配線及ࠊࡧ壁面等へ࣎ࡢックྲྀࢫ付及ࡧ配管ࡣᮏ工事࡚施工ࠋࡍࡲࡋ

㸰㸫㸯㸵㸬情報通信設備
ࠋࡍࡲࡋ幹線を敷設ࠊࡋ端子盤を設置各階㹃㹎㹑内ࠊࡾࡼ室࣮ࣂ࣮ࢧ

○配管方式 ころࡋࡀ配線࣭ケ࣮ࣛࣝࣈック࣭配管

㹃㹎㹑内端子盤ࡾࡼ各執務室へ配線を敷設ࠋࡍࡲࡋ
ࠋࡍࡲࡋ専用分電盤を設置室࣮ࣂ࣮ࢧ

○機器ᮏ体

別途工事㸦無停電電源装置㸦㹓㹎㹑㸧ࡶ別途工事㸧○機器ᮏ体

電池内蔵型㹊㹃㹂非常照明ࠋࡍࡲࡋ

卓ୖマイクを計画ࠋࡍࡲࡋ

天井埋込型࣮ࣆࢫカ࣮ࠊワイヤࣞࢫマイクࠊ卓ୖ࣭床ୖマイクࢫタンࢻ

庁舎内ࣔࢽタ࣮へࡢᫎ像音声配信ࡢࡼࡿࡁ࡛ࡀう計画ࠋࡍࡲࡋ

○ࣛック ワࢦンࣛック型

通信配電線を建物西側設置ࡿࡍ構内ࣁン࣮ࣝ࣍ࢻを経࡚ࠊ以降地中埋設࡚引込ࠋࡍࡲࡳ

㹓㹒㹎ケ࣮ࣝࣈ㸦㹁㸿㹒㸴㸿㸧○配線様

○録画カ࣓ࣛ 壁付型ࠊ可動式࣒࣮ࢬ付

操作用ࣃソࢥンࡾࡼ一元管理࡛ࡼࡿࡁうࠋࡍࡲࡋ

ࣉワ࣮アンࣃ○ 㸲ｃｈࠉ㸶㸮㹕ｘ㸰
カ࣮࣮ࣆࢫ○ 天井埋込型࣭壁掛型

㹀㹑࣭㹁㹑㸯㸯㸮まࣛ࣎ࣛࣃアンࢼࢸ

カ࣮ࣛカ࣓ࣛ付玄関子機

㸱㸯㸮φ丸型 㸱㸮㸮φ半埋込型

別途備品工事㸦㹇㹎㸫㹎㹀㹖࣎ࠊタン付ࡁ多機能電話機ࠊ一般電話機㸧



移設࣭撤去品ࣜࢺࢫ

現状設置室 ３o. 物品ྡ 寸法㸦放で）で－㸧 移設ඛ

総務課 ձ Ｊア࣮ࣛࢺ 盤00で700で1700

ղ 県防災行ᨻ無線㸦衛星系㸧 12監0で盤監0で1700

ճ 危機管理用Ｐ㹁ࣜࣉࠊンタ࣮ ୖ記に含ࡴ

ᨺ送室 ձ 壁掛ࣔࢽタ࣮ 1200で100で700

ղ 防災無線卓 。盤00+盤00)で1100で7監0

ᨺ送࣐イク ୖ記に含ࡴ 防災情報ཷ発信室

文字入力用ࣔࢽタ࣮ ୖ記に含ࡴ

キ࣮ࢻ࣮࣎ ୖ記に含ࡴ

ンタ࣮ࣜࣉ ୖ記に含ࡴ

内線電話 ୖ記に含ࡴ

ճ 端局装置架 監監0で800で1監00

մ 端子┙ 盤00で200で700 撤去࣭新設

յ Ｐ㹀㹖 盤監0で監監0で1100

ն 防災用分電┙。主監0/監0､分監0/20で10) 盤00で2監0で1400

շ ＵＰ㹑 200で監00で4監0

ո 耐震ࣛࢺンࢫ 400で400で400 防災情報ཷ発信室

չ 操作卓制御装置 700で700で1900

պ 防災無線㸦ࢪࢹタࣝ㸧 2盤0で270で1800

ջ 蓄電池設備 。盤00+監00+監00)で盤00で1900

ռ 分電┙ 400で120で盤00 撤去࣭新設

宿直室 ձ 震度計計測装置ほ 800で1監0で1800ｽ㺫㺽㺎ｽ

ղ 県防災無線用電話

ճ 危機管理用ࢺ࣮ࣀＰ㹁

サ࣮࣮ࣂ室 ձ 住基ࢿッࢺ 盤00で1000で2200

ղ 戸籍 盤00で1000で1800

ճ 操作卓 1800で1700で800 サ࣮࣮ࣂ室

մ 住基ࢿッࠊࢺ水道検針ࠊ㹅㹁㹁 盤00で1000で2000

յ Ｌ㹅㸫㹕㸿Ｎࠊ庁舎用ࠊ財務 700で10監0で2000

ն 分電┙。主100/7監､分監0/20で12) 撤去࣭新設

շ 分電┙。主監0/監0､分監0/20で盤) 撤去࣭新設

外部 県防災行ᨻ無線㸦衛星系㸧ࣛ࣎ࣛࣃアンࢼࢸ φ2000 屋根ୖ

防災行ᨻ無線アンࢼࢸ

地ୖ機械ࢫ࣮࣌ࢫ

防災行ᨻ無線࣮ࣆࢫカ࣮ 鋼管柱㸦ｽ㺩㺽㺎ｶ㺎で4㸧 地ୖ植栽帯

地震計 盤00で盤00で盤00㺪㺽ﾙ㺬㺼㺍ｸｽ

雨量計 φ2監0で800

宿直室

屋根ୖ

地ୖ機械ࢫ࣮࣌ࢫ

1790で780で2200ᑠ形発電機㸦県防災用㸧

ᑠ形発電機㸦防災行ᨻ無線用㸧 1監30で7盤0で2120

車庫 太陽ග発電設備㸦㸯㸮ｋ㹕࣒ࢸࢫࢩ㸧

蓄電池設備㸦㸯㸳ｋｈ㹕㸧

屋根ୖ

屋ୖ機械ࢫ࣮࣌ࢫ

地ୖ機械ࢫ࣮࣌ࢫ

࣮ࢽコࣝࣂࣇ࣮ࣝ

17監0で1200で2盤00

蓄電池設備㸦変圧器┙㸧 700で480で800

蓄電池設備㸦ࣃワコン┙㸧 盤監0で300で700

屋ୖ機械ࢫ࣮࣌ࢫ

屋ୖ機械ࢫ࣮࣌ࢫ

３oSＨale Ｅ࣭㸮㸮㸲電気設備基本計画㸦㸲㸧昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ࠉ福島建築設計事務所

㸱㸬防犯࣭避雷࣭警報┘視࣭防災設備

㸱㸫㸰㸯㸬自動火災報知࣭防排煙設備
消防法࣭建築基準法等関係法規に準࡚ࡌ計画ࡋまࠋࡍ
計画ࠊࡣ自動火災報知設備࣭防排煙設備等ࡢ警報設備を包含ࡿࡍ総合防災設備ࡋまࠋࡍ

Ｐ型ཷ信機ࠉ自動火災報知࣭防排煙複合┙㸦自動試験機能付㸧
自動火災報知
防火扉࣭防火ࣕࢩッタ࣮
そࡢ消防法設備
必要箇所に応ࡌ計画ࡋまࠋࡍ

㸱㸫㸰㸮㸬警報ཷ信設備
各設備ࡢ諸警報をཷ信ࠊࡋ総合┙に組込ࡢ警報ཷ信機にࡾࡼ発報ࡋまࠋࡍ

ཷ変電設備࣭࣭ཷ電点ࠊ変圧器ࠊ開閉器等
動力設備࣭࣭࣭設備機器等

○警報項目㸦参考㸧

○感知器類

○警報表示種別
○ཷ信機

㸱㸫㸯９㸬避雷設備
建築基準法にࡾࡼ避雷設備を計画ࡋまࠋࡍ

○突針 Ｌ㹐㸫㸯㸦黄銅支持࣮࣏ࣝ共㸧ࠊ専用ࢺࢫ࣐にྲྀ付ࠋ
○引ୗࡆᑟ線 避雷針用ᑟ線㸦㸰φｘ㸯９ア࣑ࣝ線㸧
○接地極 構造体接地
○保護ࣞࣝ࣋ Ⅲࣝ࣋ࣞ

○保護方式 保護角法࣭回転球体法

㸲㸬西庁舎改修工事

またࠊ電話や情報Ｌ㸿Ｎ等ࡢ弱電設備配線につい࡚ྠࡶ様に新庁舎ࡾࡼ分岐ࡋまࠋࡍ
現役場庁舎解体に伴いࠊ高圧分岐幹線ࡀ撤去さࡿࢀたࠊࡵ新庁舎ࡾࡼ高圧分岐ࡋ配線ࡋまࠋࡍ

予備管路を敷設ࠊࡋ将来ࡢ増設工事等に対応࡛ࡼࡿࡁうに配慮ࡋまࠋࡍ

㹆Ｐケ࣮࣭ࣝࣈ㸿Ｅケ࣮ࣝࣈ等○配線様
○配線方式 配線࣭配管ࡋࡀࢁࡇ

またࠊ延焼防止ࡢ観点ࠊࡽ火災信号にࡿࡼ空調停止等を考慮ࡋまࠋࡍ



NoScaせe Ｅ࣭００㸳議場࣒ࢸࢫࢩ検討書昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ࠉ福島建築設計事務所

基本設備㸦ࡢ࣒ࢸࢫࢩ特徴㸧

本ࠊࡣ࣒ࢸࢫࢩ議会運営をࡿࡍࢺ࣮࣏ࢧたࡢࡵ様々࡞機能を持たࠋࡍࡲࡏ

対面方式࣭一問一答ࠊ࡞議会運営適合した࣒ࢸࢫࢩしࠋࡍࡲ

ࠊ機能を一元管理し࡞必要議会運営ࠊ࡞Ⓨ言残時間表示ࠊカ࣓ࣛ操作ࡢ議会中継用ࠊイク操作࣐

煩雑࡞操作を必要し࡞い࡞ࢫ࣮࣒ࢫ議会運営を実現しࠋࡍࡲ

ワイヤࣞࢫ方式࣐ࡢイクユニッࢺを各席設置しࠊ明瞭度ࡢ高いクࣜア࡞音声࡛議場ෆࡢ拡声࣭録音を行いࠋࡍࡲ

࣭議長࣐イクࠕࡣ議長優先機能ࠖを設定しࠋࡍࡲ

࣭会議音声࣮ࢲ࣮ࢥࣞࣝࢱࢪࢹࡣ長時間録音࡛ࠋࡍࡲࡁ

࣭全࡚ࡢ傍聴者ࡀクࣜア࡞音質࡛会議音声を聴取ࡿࡍたࠊࡵ議場ෆኳ井設置ࡿࡍ

ࢺイクユニッ࣐●

各席ࢫピ࣮カ࣭࣐イク一体型࣐ࡢイクユニッࡢࢺ設置を計画しࠋࡍࡲ

Ⓨ言者ࡢ音声を集音しࠊクࣜア࣮࡞音声࡛拡声࣭録音ࡀ行えࠋࡍࡲ

●映像設備

議場ኳ井場ෆを撮影ྍࡿࡍ動式カ࣓ࣛを設置しࠊ

保護㸧ࢱ࣮ࢹ。ࠉ信頼性࣭安定性頼性ࡢ࣒ࢸࢫࢩ

会議中ࡢ停電時電源ࡀ供給さ࡞ࢀく࡞った場合を想定し５ࠊ（本体及び録音࣭録画ࢹッキࡢ電源ࡣ

無停電電源装置よࡾ供給しࠊ電源を自動遮断さࠋࡍࡲࡏ

●ワイヤ࣐ࣞࢫイク

議場ෆࡶしくࡣ会議室ෆࡢい࡛ࢀࡎワイヤ࣐ࣞࢫイクࡀ使用࡛ࡿࡁよう計画しࠋࡍࡲ

●議場࣒ࢸࢫࢩ設備

࣭全࡚ࡢ操作を簡単行いࡍࡲ㸦࣐イク࣭カ࣓࣭ࣛ映像機器࣭収録機器を連携㸧

㸦一括操作࣭個別調整㸧ࡍࡲを行い࣮ࣝࣟࢺンࢥࡢイク音量࣐࣭

ࠋࡍࡲップを挿入しࣟࢸࠊ自動撮影ࡢ連動したカ࣓ࣛイク操作࣐࣭

࣭自動撮影さࢀたカ࣓ࣛ映像ࡢ微調整を行いࠋࡍࡲ

࣭録画録音装置ࡣ多目的利用対応しやࡍいワࢦンࣛックࢱイプ集約しࠋࡍࡲ

映像収録࣭配信設備

ࠋࡍࡲン࡛行いࢥパソࡢ全࡚一ྎࡣ確認ࡢイク操作や㏦出映像࣐

操作ࠊ視点を集中࡛࡛ࡢࡍࡲࡁ一人࡛࡛ࢬ࣮࣒ࢫࡶ確実࡞議会運営を実現しࠋࡍࡲ

●音響設備

࣭議長席㸦1席㸧議員席㸦1「席㸧

ࠋࡍࡲイクを設置し࣐計２㸴席ࠉ

࣭ワイヤ࣐ࣞࢫイクࣟホンࡣ㸲本࡛ࡲ同時Ⓨ言ྍࡀ能࡛ࠋࡍ

࣭議場ෆ音響設備し࡚ኳ井ࢫピ࣮カ࣮を設置しࠊ明瞭࡞音声を均一拡声しࠋࡍࡲ

࣭庁ෆࣔࡢニ࣮ࢱへ映像配信を行いࠋࡍࡲ

執行部席㸦10席㸧局長席㸦1席㸧ࠉ

演壇㸦1席㸧事務局席㸦1席㸧ࠉ

ࠋࡍࡲ調整を行いࡢ拡声音声ࡿよピ࣮カࢫࠉ

開ࢀた議会

滑࡞議会運営

ＩＣＴ化よࡿ情報公開㸦庁舎ෆ映像配信㸧

。一元管理࣭運営ࡿよ࣒ࢸࢫࢩ会議ࣝࢱࢪࢹ ) 。 )⇒

庁舎ෆࡢ大型ࣔニࠊ࣮ࢱ議会ࡢ様子を配信しࠋࡍࡲ

●Ⓨ言残時間表示࣒ࢸࢫࢩ

Ⓨ言残時間ࡢ表示を行いࠋࡍࡲ

残時間表示ࡣ設置
出欠࣭採決࣭投票表示ࡣ設置࡞し

設置࡞し

設置࡞し

設置࡞し

設置࡞し

設置࡞し

設置࡞し

設置࡞し

音声入出力ࡳࡢ

表示࣒ࢸࢫࢩ

電子採決࣒ࢸࢫࢩ

議事録作成支援࣒ࢸࢫࢩ

会議中表示灯

当局呼出࣒ࢸࢫࢩ
資料提示࣒ࢸࢫࢩ

議場࣐イク࣒ࢸࢫࢩ

Ⓩ㏥庁表示࣒ࢸࢫࢩ

議場カ࣓࣒ࣛࢸࢫࢩ

イン࣮ࢱネッࢺ配信

庁舎ෆ放㏦

議場ෆ操作席

赤色ኴ枠ෆを本工事しࠋࡍࡲ
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通路新設

西庁舎改修前 西庁舎改修後

ﾎ㺼㺐ﾗ㺎室

ﾎ㺽㺎㺟ﾎ㺽㺎㺟

駐車場

1F

2F

3F

男子便所

女子便所 湯沸室

企画課 産業課 建設課

男子便所

女子便所 湯沸室

会議室 会議室

ﾎ㺼㺐ﾗ㺎室

ﾎ㺽㺎㺟ﾎ㺽㺎㺟

駐車場

1F

2F

3F

男子便所

女子便所 湯沸室

男子便所

女子便所 湯沸室

倉庫

㺛
ﾗ
㺐㺡
㺼
ｨ㺻
㺖㺼
㺑
㺓㺎
ﾙ

㺛
ﾗ
㺐㺡
㺼
ｨ㺻
㺖㺼
㺑
㺓㺎
ﾙ

書庫

倉庫

㺛
ﾛ
㺎㺪
㺽

玄関
ﾎ㺎ﾙ 玄関

ﾎ㺎ﾙ
玄関
ﾎ㺎ﾙ

玄関
ﾎ㺎ﾙ

備蓄倉庫

会議室
(期日前投票所)

1/300 Ｅ・００７西庁舎改修計画図昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所

既存ࡢまま

※照明点滅変更
　一部照明器具追加
　㺘㺻㺜㺻㺢回路見直し
　電話･情報LAN設備改修
　火災報知器追加

赤色一般照明器具ࡣ撤去
赤色非常照明器具ࡣ移設

既設㺕ｭ㺎㺩㺼㺖ﾙ

S

Ｐ

Ｂ

自火報総合盤移設 自火報総合盤移設

Ｐ

Ｂ

自火報感知器新設

㺞㺼㺑㺻ﾗ㺐㺢新設
照明器具撤去に伴い
点滅ࡢ変更を行う

既存ࡢまま

既存ࡢまま既存ࡢまま

非常照明新設

S

P B

記　号 名　称

LED非常用照明

㺛㺩㺽㺎㺔

差動式㺛ﾎ㺽㺍㺢型感知器

煙感知器

機器収容箱

FL40×1

FL40×2

LED灯(丸型)

FL40×2-非常用照明

既存移設

既存移設

新設

新設

既存移設

既存ࡢまま

新設

既存ࡢまま

既存ࡢまま

LED灯-壁付 新設

㺪㺼ﾗ㺗㺍㺢灯新設

※空調機電源工事
　換気扇電源工事
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東出入口

北出入口

歩道

植栽

車寄せ庇

105

書庫

倉庫

会議室

㸦期日前投票所㸧

8

61
ୖ部駐車場12ྎ

ୗ部駐車場12ྎ

階段

㸦除雪堆積スペ࣮ス㸧

S=
1:
30
0

0ｍ 5ｍ 10ｍ 20ｍ 30ｍ

40°

4
5
0
0
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0
0

地ୗ汚水槽

斜線部ࡣ道路用地として
提供ྍࡢ能性ࡢあࡿ範ᅖ

職員
通用口

1

職員
通用口

2

スロ࣮プ
㺬㺼㺐ﾗ㺎用
灯油㺞㺻㺖

スタッキンࢢ
引き戸W3ｍ

昭和ᮧ新庁舎建設基ᮏ設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 Ｅ࣭㸮㸯㸯NoScale㸦完成時㸧配置計画ᅗ-4

駐車場用㺬㺽㺎ﾙ灯x4
非常時点灯

PAS
地中埋設(高圧)

地中埋設(高
圧)

地中埋設(ప圧弱電)

地中埋設(ప
圧弱電)

地中埋設(高
圧)

地中
埋設

(高
圧)

引込柱
（P14-19-5.0kN
装柱ᮦ㺂根ᯬ㺂支線

(ᯫ空)
通信引込
電力引込 高圧気中開閉器(PAS)

7.2kV 300A
方向性VT㺂１A内蔵
柱ୖ取付
屋外用端ᮎ処理共

135kVA㺂軽油
4025x1410x2450
非常㺃保安用発電機

3050x2310x2400
㺓㺐ﾙ㺞㺻㺖1950１

震度計

㺬㺎㺻㺛㺩㺽㺎㺔㺎x4ྎ
㺏㺻㺡㺣x1ྎ

防災行政無線
鋼管柱10m

県防災用発電機
1790x780x2200

防災行政無線用発電機
1530x760x2120

縁側㺡ﾗ㺛

駐輪場

風除室
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風除室
消火栓㺬㺽㺻㺪㺽室

物品庫

男W（

宿直室
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医務室
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印刷
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給湯室
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ศ別庫
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事務室

多目的
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　　　　　　昭和村新庁舎建設基本設計業務
　　　　　　第３章　　　  　 機械設備工事

Machine-services



換気設備

Ϩ-1.ࠉ空気調和設備ࠉ空気調和設備㸦冷暖ᡣ設備㸧ࠉ

空気調和設備

構造࣭規模

省エネ࣭環境対策ڧ

状況ࡢ周辺インフラڧ

構造

延床面積㸦㎡㸧

耐火建築物

消防法ୖࡢ用途区ศ

工事項目３o

1 空気調和設備㸦冷暖ᡣ㸧

「

Ϩ

備考新庁舎

࣭給ࠉ水

論ࠉ各ࠉ備ࠉ設ࠉ械ࠉ機ࠉڧ

機械設備工事項目ڧ

建物概要ڧ

機 械 設 備 概 要 ڦ

Ｓࠉ造ࠉ㸱ࠉ階建࡚

㸰，㸳㸶㸵．㸰㸯㎡

新庁舎

消防法施行令別表第一ࠉ㸦㸯㸳㸧事務ᡤ

採用ࡢ節水形衛生器具類ࠉ࣭

採用ࡢ高効率機器ࠉ࣭

自動制御設備

ϩ 給排水衛生設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備㸦屋内消火栓㸧

1

「

」

4

5

」

࣭天井ࡢపい室ࡢ室内機ࡣ基本的ࠉࠕ天井࢝セッࢺ形ࠖࠉしࡲすࠊࡀ天井形態࣭設置用途ࡾࡼ適ษ࡞

空調設備概要ࠉ○

࣭運用࣮ࢰニンࢢ配慮したシスࢸム構成しࡲすࠋ

࣭空調方式ࡘい࡚ࠊࡣ適ษ࡞空調࣮ࢰニンࡾࡼࢢ個別運転

ࠋすࡲ式を選定しࠉ

࣭排水放流先

汚水雑排水系統ࠉ：敷地東側道路敷設し࡚いࡿୗ水道本管「00Aへ放流ࠋ

雨水系統㸦屋根受けࠊ場内駐車場雨水㸧：計画敷地雨水桝を設置しࠊ敷地西側南ࡢ既設雨水桝

࣭㸰階応接室㸦防災対策室㸧ࠊ防災用情報受発信室ࡢ空調機器ࡣࡢ室ࡣ別系統しࠊ発電機ࡿࡼ停電

設計室内条件ࠉ○

相対湿度㸦％㸧

乾球温度㸦℃㸧

㸦一般㸧 冬ࠉ期夏ࠉ期室ࠉ名

一般事務室

サ࣮バ࣮室
相対湿度㸦％㸧

乾球温度㸦℃㸧 「4.0℃

成ࡾ行ࡁ

6

群馬県前橋市㸦参考数値㸧：ࠉ設計室外条件ࠉ○ ※国土交通省 建築設備設計基準 ᖹ成」0ᖺ度版

成ࡾ行ࡁ

「6.0℃

成ࡾ行ࡁ

「「.0℃

敷地東側あࡿ既設量水器φ75ｍｍを移設しࠊ新庁舎既設西庁舎給水しࡲすࠋ

࣭サ࣮バ࣮室ࡢ空調機ࡣ㸰㸲時間運転。発電機ࡿࡼ停電時運転)しࠊバッࢡアップ機を設けࡲすࠋ

給油設備

4 床暖ᡣ設備

検討項目※

ࠋすࡲ接続しࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ձ 計画建物ࡢ用途ࠊ機能を的確把握しࠊ目的あࡗた設備を計画しࡲすࠋ

ղ 維持管理ࡢ簡略ࠊ省力を目指したシスࢸムを構築しࡲすࠋ

ճ エネル࣮ࢠ源ࠊࡣᏳ全供給度ࡢ高いࡢࡶを採用しࡲすࠋ

մ 建築を含ࡵた総合的࡞観点ࠊࡽ省資源ࠊ省エネル࣮ࢠを目指しࡲすࠋ

յ ࢰ࢜ン破壊係数及び地球温暖係数ࡢపい熱源機器を採用しࡲすࠋ

ն 機器ࠊ器具ࡣᏳ全ࡘ信頼性ࠊ施工性ࠊ経済性ࠊ耐久性ࡢ高いࡢࡶを選定しࡲすࠋ

շ 防災及びࠊ避㞴ୖࠊᏳ全࡞シスࢸムを構築しࡲすࠋ

保Ᏺ管理ࡢ省力ࠊ防災設備ࡢ強等を考慮したࠊ設備計画を採用すࡿ設計しࡲすࠋ

計画あたࠊࡣ࡚ࡗ環境条件ࠊエネル࣮ࢠ事情等ࡢ諸々ࡢ条件を的確把握しࠊ

計画建物ࡢ運用形態を十ศ理解すࡿ共ࠊᏳ全性ࠊ経済性ࠊ環境保全ࠊ省エネルࠊ࣮ࢠ無公害ࠊ

基本方針ڧ

相対湿度㸦％㸧

乾球温度㸦℃㸧

㸦一般㸧 冬ࠉ期夏ࠉ期。9時) 夏ࠉ期。16時)夏ࠉ期。14時)夏ࠉ期。1「時)

」1.1℃ 」5.1℃ 」6.」℃ 」6.0℃ 0.」℃

47.4％45.6％44.9％49.1％61.6％

西庁舎

ࠋすࡲし計画ࡿࡁ対応࡛災害時࡛こࡿすムࢸシス࡞可能ࡀ時運転ࠉ

100

「00

」00

400

500

600

雨 

量mm

気

温

-10℃

0℃

10℃

「0℃

」0℃

40℃

1 

月

「 

月

」 

月

4 

月

5 

月

6 

月

7 

月

8 

月

9 

月

10 

月

11 

月

1「 

月

」7.5 46.7
65.6 68.」

9」.4

1」0.7

167.6 165.0
169.5

96.8

47.「 」6.7

4.7℃

5.5℃

9.5℃

16.4℃

「1.5℃
「4.6℃

「8.」℃
「9.9℃

「5.0℃

19.0℃

1」.4℃

8.0℃

-4.8℃

-4.4℃
-1.1℃

4.」℃ 9.6℃

14.7℃

18.9℃

「0.0℃

15.9℃

8.9℃

「.4℃

-「.「℃

気象庁㺀沼田市㺁ࡢ気象ࢱ࣮ࢹ。統計期間：1981～「010)
※㺀沼田市㺁観測ᡤࠊࡣ計画敷地ࡾࡼ約4km㞳ࠊࢀ標高ࡣ約45m高い

最高気温 最ప気温 降水量。mm)

や操作性ࢺコスࢢランニンࠊしムࢸ個別空調シス࡞可能ࡀࠉ

ム電気ࢸポンプシスࢺた高効率機種空冷ヒ࣮ࢀ優更新性࣭ࠉ
ࠋࡿ置す地点ࠉ

࣭西庁舎㸰階会議室ࡢ空調機ࡣ既設冷温水式を中止しࠊ個別運転ࡀ可能࡞空冷ヒ࣮ࢺポンプ電気式を設けࡲすࠋ

ࠋすࡲ計画し気象条件࡛冷ᡣ能力を基ࡢ前橋市ࠉ

࣭室外機ࡣ寒冷地様しࡲすࠋ

※空調負荷計算ࠊࡣ一般的暖ᡣ能力ࡾࡼ冷ᡣ能力ࡀ高い数値を示すたࠊࡵ

機械設備基本計画㸦㸯㸧 Ｍ࣭㸮㸮㸯昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ࠉ福島建築設計事務ᡤ ３o８cale

機種を選定しࡲすࠋ㸦ル࣮バ࣮天井ࡣ埋込ࢺࢡࢲࡳ型㸧

㸦※空調設備方式ࡣ別紙比較表参照㸧



Ⅰ-2.ࠉ空気調和設備ࠉ換気設備

換気設備概要ࠉ○

࣭居室ࡢ換気量ࡘい࡚ࠊࡣᘓ築基準法ࡢ規定ࡿࡼ必要換気量以ୖࠊࡋ第㸯種換気方式｢全熱交換器」

࣭外気ᑟ入口ࡣ粉塵等ࡀ流入࡞ࡋいࡼうࣝࣇタ࣮を設置ࠋࡍࡲࡋ

࣭トࣞ等ࡢ臭気ࡀ発生ࡿࡍ場ᡤࡢ換気量ࠊࡣ換気回数ࡀ廻時間あたࡾ廻建回以ୖࡢ機器設定ࠋࡍࡲࡋ

࣭機械室࣭ト࣭ࣞ倉庫等ࡢ非居室ࠊࡣ第㸱種換気方式ࡋኳ井扇や送風機࡛排気を行うࢫࢩテムࠋࡍࡲࡋ

ࢪ࣮ࣃトナࡿ替えࢀ室内空気を入ࡢ夜間ࠊ㹁Ｏ㸰濃度制御ࡿࡍ運転࡚ࡌ応酸素濃度ࠊࡣ全熱交換器ࠉ

ࠋࡍࡲࡾ熱負荷ప減を図࡚ࠉ

㸦※全熱交換器使用比較参照㸧ࠋࡍࡲࡾ熱負荷ప減を図ࠊࡳ込ࡳ機能を組ࠉ

制御ࡾ給水高置水槽ᘔ࣭ࠉ

○給排水衛生設備工事関連ࡿࡍ制御

自動制御設備概要ࠉ○

Ⅰ-3.ࠉ空気調和設備ࠉ自動制御設備

ࡾ信号渡ࢫࣝࣃ高置水槽水。電動弁࣭電極)࣭緊急遮断弁࣭滅菌装置ࠉࠉ

排水設備࣭ࠉ

㸯組×ࡳ組込┙ト等㸧電気総合࣮ࣟࣇ水警報㸦ࡢ災害排水槽ࠉࠉ

廻組×ࡳ組込ࡶ┙油面警報電気総合ࠉ制御。油面等)×㸯組ࡾ地ୖ)ᘔ。ࢡタン࣭ࣝ࢜ࠉ

ࡾ油面信号渡ࡢࡽ(㸱階機械室。ࢡタンࢫサ࣮ビ࣭ࣝ࢜ࠉ

○空気調和設備工事関連ࡿࡍ制御

┙2階事務室電気総合ࠉ(室以外࣮ࣂ集中制御࣭ࣜモコン制御。サ࣮ࡢ空気調和設備࣭ࠉ

ュ࣮ࣝ運転制御ࢪࢣࢫ機器ࡢ空調機㸰台ࠉࠉ

(空気調和設備制御。㸯階ࡢ室࣮ࣂサ࣮࣭ࠉ

停止࣭運転状況࣭故障ࡢ機器ࡿࡼ室内温度࣭湿度࣭火災信号ࠉࠉ

(ࠋࡍࡲࡋ単独交互運転ࡋ㸯台を予備。ࠉࠉ

視場ᡤ┘ࠉࠉ

(視。昼間┘࡚┙室࣭㸰階事務室総合࣮ࣂ㸯階サ࣮ࠉࠉ

(㸯階宿直室┘視。夜間ࠉࠉ

ࠋࡍࡲࡋテムを構築ࢫࢩ単独制御ࡋ除外ࡽ集中制御ࡣ空気調和設備ࡢ室࣮ࣂ㸯階サ࣮※ࠉ

床暖ᡣ設備用制御㸦自動制御┙㸧࣭ࠉ

Ⅰ-4.ࠉ空気調和設備ࠉ床暖ᡣ設備

床暖ᡣ設備概要ࠉ○

停止㸧ࡿࡼ油面ࣝ࢜ࠊ運転࣭停止ࡿࡼ運転制御㸦床暖ᡣࣜモコンࡢ࣮ࣛ࣎温水ࠉࠉ

温水循環温度制御ࠉࠉ

ࠋࡍࡲࡋࡢࡶࡿࡍ床暖ᡣ設備を設置ࠊ࡚ࡋ底冷え対策ࡢࡽ床面ࡣエࣜࡿࡍ作業ࡀ人ࠊ常時࣭ࠉ

ࠋࡍࡲࡋ温水循環方式ࡿࡍ缶体出力：29廻０W)を使用。࣮ࣛ࣎既設温水ࠊࡣ熱源࣭ࠉ

運転制御㸦手動࣭自動㸧ࡢࣉン࣏温水循環ࠉࠉ

࣭㸯階ࠊ㸰階事務室ࠊࡣ冬期暖ᡣࡢ熱ࡀኳ井部溜ࡢࡿࡲを防ࡄた࣮ࣜࢩࡢࡵンࣇࢢンを設置ࠋࡍࡲࡋ

設置床仕様を検証ࣟࣇＯ㸿ࡢ床暖ᡣ設備ࠉ○

ࠋたࡋࡲࡋ変化を確認ࡢ(暖ᡣ能力。放熱温度変化ࡿࡼ設置ࣟࣇＯ㸿ࠊࡀ床暖ᡣ設備床仕様࣭ࠉ

放熱温度変化をࡢた場合ࢀ追加さࡀࣟࣇࢡネットワ࣮間ࠊࡽ通常施工ࡢࡳࡢペット࣮࢝ࣝタࠉࠉ

㸦放熱温度検証状況࣭放熱温度検証記録参照㸧ࠋたࡋࡲ検証を行い࡚ࡋ床構造を用意ࡢ㸱種類ࡵたࡿࡍ確認ࠉࠉ

ࡿࡁ対応࡛ウト変更ࣞࡢࢫࣇ࢜ࠊࡋ㸦29mm㸧を敷設ࣟࣇࢡネットワ࣮ୖࡢ床暖ᡣ設備࣭ࠉ

㸦床暖ᡣ床構造参照㸧ࠋࡍࡲࡋ仕様ࠉࠉ

㸦29mm㸧を施工ࣟࣇࢡ㹀案ネットワ࣮場合ࡢ通常施工ࡢࡳࡢペット࣮࢝ࣝタࡢ㹁案ࠊ結果ࡢ検証࣭ࠉ

ネࡢ㹀案ࡣ本計画࡛࡚ࡗࡀたࡋࠊたࡋࡲࡁ確認࡛ࡀこࡿ放熱温度差࡛あࡢ㸯℃程度ࠊࡣた場合࡛ࡋࠉࠉ

ࠋࡍࡲࡋࡢࡶࡿࡍ㸦29mm㸧を採用ࣟࣇࢡットワ࣮ࠉࠉ

࣭西庁舎ࡢ㸯階備蓄倉庫࣭㸰階倉庫࣭会議室࣭書庫ࠊࡣ新設換気設備を設ࠋࡍࡲࡅ

Ｍ࣭㸮㸮㸰機械設備基本計画㸦㸰㸧昭和ᮧ新庁舎ᘓ設基本設計業務 株式会社ࠉ福島ᘓ築設計事務ᡤ ３oScぐle

副ࠉᮦ㸦合板㸧。廻監mm)

㹀案ﾈ㺍ﾄ㺺㺎ｸ㺪㺹㺏。29mm)ࡢ場合

捨貼合板。廻2mm)

ୗ地合板。廻2mm)

ࣈࣛࢫ

架橋㺬ﾟ㺶ｴ㺟㺸㺻管。廻建φ㸧

ᑠ根ኴ付ﾊﾟﾈ㺷㸦廻監mm) 㺞㺐㺷ｶ㺎㺫ﾟ㺍ﾄ

床暖ᡣ床構造ࠉS=３O３

㸿案ﾈ㺍ﾄ㺺㺎ｸ㺪㺹㺏。4建mm)ࡢ場合

㹀案ﾈ㺍ﾄ㺺㺎ｸ㺪㺹㺏。29mm)ࡢ場合

㹁案㺞㺐㺷ｶ㺎㺫ﾟ㺍ﾄࡳࡢ
。通常施工)

㹁案㺞㺐㺷ｶ㺎㺫ﾟ㺍ﾄࡢࡳࡢ場合

㸿案ﾈ㺍ﾄ㺺㺎ｸ㺪㺹㺏。4建mm)ࡢ場合

放熱温度検証状況

放熱温度検証記録

㸿案ﾈ㺍ﾄ㺺㺎ｸ㺪㺹㺏。4建mm)ࡢ場合
㹀案ﾈ㺍ﾄ㺺㺎ｸ㺪㺹㺏。29mm)ࡢ場合

㹁案㺞㺐㺷ｶ㺎㺫ﾟ㺍ﾄࡳࡢ
。通常施工)

※赤枠を採用

床暖ᡣ部分

ｴ㺏ｺ㺻設定温度：23℃
床暖ᡣ温水設定温度：盤建℃

       開始 ࠉｴ㺏ｺ㺻ࠉO３
       9:建建ࠉ 床暖ࠉO３

       終了   ｴ㺏ｺ㺻ࠉO位位
       廻8:建建  床暖ࠉO位位

検証条件



Ⅱ-1.給排水衛生設備ࠉ衛生器具設備

衛生器具選定基準ࠉ○

選定ࢆ自動水栓ࡋ非接触対応ࡣ手洗器水栓ࠉ：ࠉ配慮ࡿࡍ対感染対策࣭ࠉ

選定ࢆ器具ࡓࢀ優衛生面࣭安全面࣭易操作性ࠉ：ࠉࠉ配慮ࡿࡍ対利用者࣭ࠉ

選定ࢆ器具ࡓࢀ優ナンス性࣭利便性ࢸ経済性㸦節水型㸧࣭防汚性࣭࣓ンࠉ：ࠉࠉ配慮ࡿࡍ対管理側࣭ࠉ

選定ࢆ器具ࡢ節水型対応ࠉ：ࠉࠉ配慮ࡿࡍ対ネ࢚省࣭ࠉ

※設備ࡢ選定ࡘい࡚ࠊࡣコスࢺ面ࢆ協議࡚ࡋ決定ࡋまࠋࡍ

ࠝ小便器ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

省࢚ネ運用ࡢ為ࠊ節水効果ࡢ高い小便器ࡢ選定

ࠋࢇませࡁ付ࡣボックスࢺスࢲࠊࡾࡍ手ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

省࢚ネ運用ࡢ為ࠊ節水効果ࡢ高い大便器ࡢ選定

給水口径࡛ࡌ同ンク式ࢱ

連続洗浄可能ࡢ式同等ࣈュバࣝࢩッࣛࣇ

ࠝ洋風大便器ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

ュ式ࢩッࣛࣇ洗浄方式：自動洗浄ࠉࠉ壁掛け小便器ࣉ低ࣜッࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ンク式ࢱュࢩッࣛࣇ：洗浄方式ࠉࠉ

㸧ࢺュࣞッࢩ࢛掃除口付洋風大便器㸦自動洗浄࣭ウࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

洋風大便器ࠉ○

小便器ࠉ○

イࣞ㸦各階共通㸧ࢺ男子࣭女子ࠉ○

式手洗器࣭自動水栓࣮ࢱカウン：ࠉ手洗器ࠉࠉ

自動洗浄小便器ࣉ壁掛低ࣜッ：ࠉ小便器ࠉࠉ

ࢺュࣞッࢩ࢛ンク式㸧࣭ウࢱュࢩッࣛࣇ掃除口付洋風大便器㸦：ࠉ大便器ࠉࠉ

ࡋ掃除流：ࠉࡋ掃除流ࠉࠉ

掃除口付便器ࢆ採用

ࠝ掃除口付便器ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

便器ࡘࡢまࡾ対ࡢ࡚ࡋ配慮࡚ࡋ

電池交換࣭電気工事不要࡞発電ࣔࣜࡿࡍコンࡢ選定

ࠝ洋風大便器ࣜࣔコンࠞｲﾒｰｼﾞ写真

※通常時節水型大便器ࢆ選定ࡋ使用給水量ࢆ削減ࡿࡍ事࡛災害時対応ࡿࡍ計画ࡋまࠋࡍ

ࡶ清掃性࡛ࡢい࡞ࡀ段差イン࡛便器上部ࢨࢹࡓࡋࡾࡁࡗࡍ

向上ࠊࡋボウࣝ面傾斜ࡘࢆけࡿこࠊ࡛尿ࢆࡡࡣ軽減

まࡂࡓやࡍい形状࡛便器近࡙い࡚立࡚ࡵࡓࡿ尿ࢀࡔ軽減

Ｍ࣭００３機械設備基本計画㸦３㸧昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ࠉ福島建築設計事務所 NoScale



壁掛手洗器࣭自動水栓㸦混合水栓㸧：ࠉ手洗器ࠉࠉ

み㸧ࡢ㸦㸯階ࢺࢵニࣘࢺ࣓ࢺス࢜：ࠉࢺ࣓ࢺス࢜ࠉࠉ

࢙ベビ࣮チ࣭ࢻボ࣮ࢢンࢸࢵフ࣭ࢺベビ࣮シ࣮：ࠉࢺ多目的シ࣮ࠉࠉ

多目的便所㸦各階共通㸧ࠉ○

ࡾ手すࡆ上ࡡ跳࣭ࡾ㹊型手す：ࠉࡾ手すࠉࠉ

し࡞蓋࣭ࢺࢵシ࢛ࣗࣞ࢘式㸧ࢡンࢱシࣗࢵ掃除口付洋風大便器㸦フラ：ࠉ大便器ࠉࠉ

給湯室㸦各階共通㸧࣭休憩室㸦㸯階㸧࣭医務室㸦㸯階㸧࣭相談室兼授乳室㸦㸯階㸧ࠉ○

熱湯用水栓㸧ࠊ混合水栓࣮ࣂࣞࣝࢢ電気温水器㸦シン：ࠉ流しྎࠉࠉ

ࠝベビ࣮シ࣮ࠞࢺｲﾒｰｼﾞ写真

ࠝコンࢺࢡࣃ多機能ࠞࢡࢵࣃࣞࢺｲﾒｰｼﾞ写真

水栓方式：自動水栓㸦単水栓㸧ࠉࠉ

ࠉ(ネࣝ付ࣃ前面)式手洗器࣮ࢱン࢘࢝キࢵࢹンࢶࠉ○

手洗器ࠞｲﾒｰｼﾞ写真࣮ࢱン࢘࢝ࠝ

ࠝ自動水栓ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

洗面器ࠞｲﾒｰｼﾞ写真࣮ࢱン࢘࢝ࠝ

ࠝ電気温水器ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

ࠝシン࣮ࣂࣞࣝࢢ混合水栓ࠞｲﾒｰｼﾞ写真 ࠝ熱湯用水栓ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

ࠝ自動水栓ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

ࠝ水栓࣮ࠞࣂ࢝ｲﾒｰｼﾞ写真

議員控室㸦㸱階㸧ࠉ○

ネࣝ付㸧ࣃ式洗面器㸦前面࣮ࢱン࢘࢝ࠉࠉ

水栓方式：自動水栓㸦単水栓㸧ࠉࠉ

宿直室㸦㸯階㸧ࠉ○

サ࣮ࣔ付シࣕワ࣮水栓：ࠉࢺࢵシࣕワ࣮ࣘニࠉࠉ

ࠝシࣕワ࣮ࣘニࠞࢺࢵｲﾒｰｼﾞ写真

備品倉庫㸦㸯階㸧ࠉ○

緊急止水弁付横水栓㸦単水栓㸧：ࠉ洗濯機用水栓ࠉࠉ

ࠝ洗濯機用水栓ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

奥行ࡢࡁあࡿ広いࢻラ࣮ࢰン大࡞ࡁ荷物

を置くࡇとྍࡀ能

鏡：耐食鏡㸦350ェ800㸧ࠉࠉ

ࠝ耐食鏡ࠞｲﾒｰｼﾞ写真

㹋࣭㸮㸮㸲機械設備基本計画㸦㸲㸧昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ࠉ福島建築設計事務所 ３oSげale



空調機器プロット図 Ｍ࣭㸮㸮９昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社　福島建築設計事務所 1/300

37

117

28

13

12

35

8851

18

12

5

9

7

2
7
0

270

2
7
0

270

2
7
0

270

1
0
4
7
0

11070 83702700

6
7
0
0

1
0
0
0
0

5
8
0
0

2
2
5
0
0

傍聴席

議員控室

正副議長室
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煙突
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局長

書記
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副村長

教育長

教局長
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エントラン࣮࣍ࢫル

室࣮ࣂ࣮ࢧ

キッࢬ
ࢫ࣮࣌ࢫ

職員
通用口

1

ミࢦ
ศ別庫

風除室

住民係
㸦4㸧

相談室3

職員
通用口

2

風除室

倉庫

消火栓࣏ンプ室

自販機

A分）

村紹介展示ｺ㺎㺣㺎

多目的
㹕Ｃ

女子更衣室 男子更衣室

給湯室
休憩室脱衣

出納
金庫

ロ࣮࢝ウン࣮ࢱ

࣮ࢱウン࢝イࣁ

印刷
࣮ࢼ࣮ࢥ

医務室

ＥＰ㹑

窓口
洗濯

ユࢽット
シャワ࣮

包括支援
࣮ࢱンࢭ

移
動

間
仕

ษ
壁

事務室

ＥＰ㹑

㺫㺼㺻㺟

㺫㺼㺍㺢 㺫㺼㺍㺢

物品庫

ྍ動間仕ษ壁

物品庫

Ｐ㹑

㺬㺼ｲﾗ㺎用
灯油㺞㺻ｸ

郵便
トࢫ࣏

ྍ動間仕ษ壁

車寄せ庇
㸦キャ࣮ࣆࣀ㸧

相談兼　
授乳室

ࢡンࢱイル࢜

受変電設備蓄電池

高置水槽

発電機
㸦県防災㸧

発電機
㸦防災行政無線㸧

956.48ｍ21階平面計画図

延べ面積　
2,587.21ｍ2

2階平面計画図 958.87ｍ2

㹐階平面計画図671.86ｍ23階平面計画図
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6A
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<凡例>

天井ࢭ࢝ット４方向吹出型

天井ࢭ࢝ット㸰方向吹出型

天井ࢭ࢝ット㸯方向吹出型

天井埋込ࢡࢲト型

天井吊型

1B1A 6B

6B

6B

6B 6A6A

6A

6A6B

1A 1B

1B 1A 1B 1A

1A

21A 4 6A 7

10 11 123

9

8

1B 6B

※非常用発電対応

※非常用発電対応

55
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給湯室
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煙突

議員側議長

㸦࣎イラ࣮室㸧

会議室

質問席

局長

書記

村長

副村長

教育長

教局長

総務課長

議員更衣室

議員
ᅗ書室

男㹕Ｃ

女㹕Ｃ

Ｅ㹔
13人

多目的
㹕Ｃ

Ｐ㹑

㸦31人配置㸧

議場

書庫

ྍ
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間
仕

ษ
壁
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ྍ
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間
仕

ษ
壁

ＥＰ㹑

ル࣮࣏ࢢラッࣇ 㸦増床ྍ能ࢫ࣮࣌ࢫ㸧

村長

小屋裏用階段室

9
0
0

屋根
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煙突

防災用ࣃラ࣎ラ
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設備
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事務室

産業課
㸦9㸧

建設課
㸦9㸧

簡易打合
࣮ࢼ࣮ࢥ

打ち合せ室2

企画課
㸦9㸧

書庫

㸦18人配置㸧

総合盤

待合ࢫ࣮࣌ࢫ

ロ࣮࢝ウンタ࣮

総務課
㸦19㸧

応接室
㸦防災対策室㸧

村長室

副村長席
印刷

࣮ࢼ࣮ࢥ

給湯室

男㹕Ｃ

女㹕Ｃ

Ｅ㹔
13人

倉庫

村紹介展示ｺ㺎㺣㺎

Ｐ㹑

会議室

多目的
㹕Ｃ

ＥＰ㹑

作業室

ＥＰ㹑

打ち合せ室1

ྍ動間仕ษ壁

屋根

防災用情報
受発信室

車寄せ屋根

長靴洗浄機

長靴洗浄機
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縁側テラࢫ

駐輪場

男㹕Ｃ

女㹕Ｃ

Ｅ㹔
13人

風除室

備品
倉庫

宿直室

相談室2相談室1

出納室
㸦2㸧

税務課
㸦7㸧

保健福祉課
㸦19㸧

待合ࢫ࣮࣌ࢫ
エントラン࣮࣍ࢫル

室࣮ࣂ࣮ࢧ

キッࢬ
ࢫ࣮࣌ࢫ

職員
通用口

1

ミࢦ
ศ別庫

風除室

住民係
㸦4㸧

相談室3

職員
通用口

2

風除室

倉庫

消火栓࣏ンプ室

自販機

A分）

村紹介展示ｺ㺎㺣㺎

多目的
㹕Ｃ

女子更衣室 男子更衣室

給湯室
休憩室脱衣

出納
金庫

ロ࣮࢝ウンタ࣮

ウンタ࣮࢝イࣁ

印刷
࣮ࢼ࣮ࢥ

医務室

ＥＰ㹑

窓口
洗濯

ユࢽット
シャワ࣮

包括支援
ンタ࣮ࢭ

移
動

間
仕

ษ
壁

事務室

ＥＰ㹑

㺫㺼㺻㺟

㺫㺼㺍㺢 㺫㺼㺍㺢

物品庫

ྍ動間仕ษ壁

物品庫

Ｐ㹑

㺬㺼ｲﾗ㺎用
灯油㺞㺻ｸ

郵便
トࢫ࣏

ྍ動間仕ษ壁

車寄せ庇
㸦キャ࣮ࣆࣀ㸧

相談兼　
授乳室

地震計

非常用
発電機

ࢡイルタン࢜

発電機
㸦県防災㸧

発電機
㸦防災行政無線㸧

延べ面積　
2,587.21ｍ2

956.48ｍ21階平面計画ᅗ 2階平面計画ᅗ 958.87ｍ2

㹐階平面計画ᅗ671.86ｍ23階平面計画ᅗ

高置水槽

蓄電池 受変電設備

空調室外機 2440*765　9ྎ

は全熱交換器㸦ロࢼࢫイ㸧による換気範ᅖを示す

は一般換気扇による換気範ᅖを示す
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イࣝタンク࢜

非常用
発電機

発電機
㸦防災行政無線㸧

発電機
㸦県防災㸧

地震計

排水槽

給水管

汚水雑排水管

雨水管

点線ࡣ既設配管を示す㸦各管共通㸧

凡例

災害対策汚水管

災害用トイࣞ蓋

給水口

量水器75mm

西庁舎受水槽へ
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8
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提供ྍࡢ能性ࡢあࡿ範ᅖ
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駐輪場

男㹕Ｃ

女㹕Ｃ

Ｅ㹔
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風除室
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倉庫

宿直室
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税務課
㸦7㸧
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ࢫ࣮࣌ࢫ
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㸦4㸧
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通用口

2

風除室

倉庫

消火栓ポンプ室

記載ྎ

自販機

A分）

村紹介展示ｺ㺎㺣㺎

多目的
㹕Ｃ

女子更衣室 男子更衣室

給湯室
休憩室脱衣

出納
金庫

ウンタ࣮࣮࢝ࣟ

ウンタ࣮࢝イࣁ

印刷
࣮ࢼ࣮ࢥ

医務室
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ศ電盤

端子盤

㺘㺻㺜㺻㺢

L分D40ｻ1

L分D40ｻ1

L分D40ｻ2

L分D灯

L分D灯(丸型)

L分D灯(丸型)

L分D灯-壁付

L分D40ｻ1-壁付

停
電
時
稼
動

停
電
時
停
Ṇ

電気シンボル凡例

L分D40ｻ2

L分D灯

非常㺃保安用発電機
4025x1410x2450
135kVA㺂軽油

㺓㺐ﾙ㺞㺻㺖1950L
3050x2310x2400

震度計

雨量計

防災行政無線用発電機
1530x760x2120

県防災用発電機
1790x780x2200

停電時稼動する部屋

停電時ᑟ線と࡞る通路

停電時使用し࡞い部屋

3階平面計画図

1階平面計画図 2階平面計画図

4階平面計画図

長靴洗浄機

長靴洗浄機

蓄電池
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屋根

傍聴席

議員控室

ṇ副議長室

機械室
(㺬㺼㺐ﾗ㺎室)

ﾙ㺎㺪㺨㺼ﾙ㺘㺤㺎

受変電設備

空調室外機

太陽光発電設備10KW

給湯室
倉庫

煙突
煙突

議員側議長

会議室

質問席

局長

書記

村長

副村長

教育長

教局長

総務課長

議員更衣室

男WC

女WC

PS

(31人配置)

議場

書庫

縁側㺡ﾗ㺛

駐輪場

男WC

女WC

風除室

宿直室

相談室2相談室1

待合㺛㺫㺽㺎㺛
㺒㺻㺢ﾗ㺻㺛㺬㺎ﾙ

㺙㺎㺨㺼㺎室風除室

相談室3

風除室

倉庫

消火栓㺬㺽㺻㺪㺽室

自販機

A分D

村紹介展示㺘㺎㺣㺎

女子更衣室 男子更衣室
脱衣

㺹㺎㺔㺑㺻㺞㺎

㺨㺐㺔㺑㺻㺞㺎

医務室

分PS
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洗濯

車寄せ屋根

事務室

打ち合せ室2

書庫
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総合盤
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分PS

物品庫

可動間仕ษ壁

物品庫

PS

㺪ﾗ㺍㺖㺼㺬㺽㺎ﾙ (増床可能㺛㺫㺽㺎㺛)

村長

ᑠ屋裏用階段室

可動間仕ษ壁

防災用㺨㺽ﾗ㺬㺼ﾗ
㺏㺻㺡㺣

防災無線
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避雷
設備

議員
図書室

議会事務局
(2)

多目的
WC

分V
13人

包括支援
㺜㺻㺞㺎

保健福祉課
(19)

税務課
(7)

住民係
(4)

出納室
(2)

多目的
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備品
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簡易打合
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建設課
(9)

産業課
(9)

企画課
(9)

総務課
(19)

防災用情報
受発信室

応接室
(防災対策室)

印刷
㺘㺎㺣㺎

車寄せ庇
(㺕ｬ㺧㺩㺽㺎)

高置水槽
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非常用発電機ࠉ比較検討

ンࢪン࢚ ンࢪン࢚ゼ࣮ࣝࢹ ガࢫタ࣮ࣅン࢚ンࢪン
ガࢫタ࣮ࣅン࢚ンࢪン
㸦ࢹュࣇࣝュ࣮࢚ࣝ㸧

ガ࢚ࢫンࢪン
㸦コ࣮࢙ࢪネ࣮ࣞࢩョンࢸࢫࢩム㸧

ガ࢚ࢫンࢪン

燃料 軽油 㸿重油࣭軽油࣭灯油ࡢいࢀࡎ 㸿重油･軽油･灯油ࡢいࢀࡎ＋都市ガࢫ Ｌ㹎ガࢫ Ｌ㹎ガࢫ

タンࢡ等 現地地中埋設タンࢡ＋小出ࡋ槽 現地地中埋設タンࢡ＋小出ࡋ槽 現地地中埋設タンࢡ＋小出ࡋ槽＋ガࢫ

危険物取扱所ࠊ貯蔵所ࡢ適用ࡀ必要 危険物取扱所ࠊ貯蔵所ࡢ適用ࡀ必要

ム特徴ࢸࢫࢩ

常時起動。㺔ﾞｽ消費ࡣ多量)

冷却方式ࡣ水冷 冷却方式ࡣ空冷 冷却方式ࡣ空冷

本体サࡀࢬ大ࡁくࠊ重量ࡶ重い 本体サࡣࢬ小さくࠊ重量ࡣやや軽い 本体サࡣࢬ小さくࠊ重量ࡶ軽い

消防負荷利用時ࡣ個別認定ࡀ必要 消防負荷利用時ࡣ個別認定ࡀ必要

燃料消費 少࡞い㸦ガࢫタ࣮ࣅン６ࡢ割程度㸧 多い 多い やや多いࡶ࡚多い㸦常時運転ࡢたࡵ㸧

保Ᏺ管理 軽負荷運転時ࡣ完全燃焼ࡀ得ࢀࡽくい 軽負荷運転࡛ࡶ問題ࡋ࡞ 軽負荷運転࡛ࡶ問題ࡋ࡞ 軽負荷運転࡛ࡶ問題ࡋ࡞ 軽負荷運転࡛ࡶ問題ࡋ࡞

部品点数ࡀ多く保Ᏺࡀ大変 部品点数ࡀ少࡞いたࡵ保Ᏺࡀ容易 部品点数ࡀ少࡞いたࡵ保Ᏺࡀ容易 部品点数ࡀ少࡞いたࡵ保Ᏺࡀ容易 部品点数ࡀ少࡞いたࡵ保Ᏺࡀ容易

8年࡛㺓ｰﾊﾞｰﾎｰﾙࡀ必要࡛現地対応ྍ 10年࡛㺓ｰﾊﾞｰﾎｰﾙࡀ必要࡛工場対応 10年࡛㺓ｰﾊﾞｰﾎｰﾙࡀ必要࡛工場対応 8年࡛㺓ｰﾊﾞｰﾎｰﾙࡀ必要࡛現地対応ྍ 8年࡛㺓ｰﾊﾞｰﾎｰﾙࡀ必要࡛現地対応ྍ

環境

起動時黒煙ࡀ発生ࡿࡍ 起動時黒煙ࡀ発生ࡿࡍ

振動ࡀ大ࡁく防振架ྎࡢ検討ࡀ必要 振動ࡀ大ࡁく防振架ྎࡢ検討ࡀ必要 防振架ྎ付属

◎ △ ェ

㹌㹍ｘ量ࡣガࢫタ࣮ࣅンࡾࡼ多い

㸦300～1000ｐｐｍ㸧

࡛ࢡランࢡ往復運動をࡢンࢺࢫࣆ

回転運動変換࡚ࡋ発電

往復運動ࡢたࡵ振動ࡣあࠊࡀࡿ

防振装置࡚解消ྍ能

起動時間40ࡣ秒以ෆ

燃焼ガࡢࢫ熱࢚ネ࣮ࣝࢠを直接

タ࣮ࣅン࡚回転運動変換࡚ࡋ発電

回転運動ࡢたࡵ振動ࡣ少࡞くࠊ

防振装置ࡶ不要

起動時間40ࡣ秒以ෆ

冷却方式ࡣ空冷

敷地ෆ備蓄さ࡚ࢀいࡿたࡵンࣇラ

断絶時ࡶ問題ࡋ࡞

本体サࡣࢬ小さくࠊ重量ࡶ軽い

起動時黒煙ࡣ発生࡞ࡋい

㹌㹍ｘ量࣮ࢹࡣゼࣝࡾࡼ少࡞い

㸦20～150ｐｐｍ㸧

振動ࡣ比較的小さい

㹌㹍ｘ量࣮ࢹࡣゼࣝࡾࡼ少࡞い

㸦60～90ｐｐｍ㸧

油࡛起動ࠊࡋガ࡛ࢫ運転ࡿࡍたࠊࡵ

ࡿ࡞供給次第ࢫガࡣラ断絶時ࣇン

起動時間40ࡣ秒以ෆ

回転運動ࡢたࡵ振動ࡣ少࡞くࠊ

防振装置ࡶ不要

燃焼ガࡢࢫ熱࢚ネ࣮ࣝࢠを直接

タ࣮ࣅン࡚回転運動変換࡚ࡋ発電

往復運動ࡢたࡵ振動ࡣあࠊࡀࡿ

防振装置࡚解消ྍ能

࡛ࢡランࢡ往復運動をࡢンࢺࢫࣆ

回転運動変換࡚ࡋ発電

࡛ࢡランࢡ往復運動をࡢンࢺࢫࣆ

回転運動変換࡚ࡋ発電

往復運動ࡢたࡵ振動ࡣあࠊࡀࡿ

防振装置࡚解消ྍ能

起動時間40ࡣ秒以ෆ

冷却方式ࡣ空冷

ガ࡛ࢫ運転ࡿࡍたࠊࡵンࣇラ

本体サࡀࢬ一番大ࡁくࠊ重量ࡶ重い

㹌㹍ｘ量ࡣ少࡞い

起動時黒煙ࡣ発生࡞ࡋい

振動ࡀ大ࡁく防振架ྎࡢ検討ࡀ必要

㹌㹍ｘ量ࡣ少࡞い

起動時黒煙ࡣ発生࡞ࡋい

貯湯タン࣭ࢡ熱交換器等ࡢ接⥆࡛

排熱利用ྍࡀ能。使用場所ࡋ࡞)

断絶時ࡣガࢫ供給次第ࡿ࡞

ガ࡛ࢫ運転ࡿࡍたࠊࡵンࣇラ

断絶時ࡣガࢫ供給次第ࡿ࡞

敷地ෆ備蓄さ࡚ࢀいࡿたࡵンࣇラ

断絶時ࡶ問題ࡋ࡞

発電単価
㸦本体概算/発電容量㸧

45,000,000/135ＰVA=333,000/ＰVA 85,000,000/200ＰVA=425,000/ＰVA 105,000,000/187.5ＰVA=560,000/ＰVA 11,800,000/35ＰVA≒337,000/ＰVA 14,000,000/26ＰVA=538,000/ＰVA

基準㸦100㸧 高い㸦128㸧 高い㸦168㸧ࡶ࡚ 同ࡌくࡽい㸦101㸧 高い㸦168㸧ࡶ࡚

本計画࠾い࡚ࠊࡣ災害時ࡢ事業⥅⥆㸦㹀㹁㹎㸧対応ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡿこࠊࡽ消防負荷対応ࡢ非常࣭保Ᏻ用発電機を軽油ࡋまࠋࡍ

騒音ࡣ少ࡋ大ࡁい。75～105dB/m)

騒音ࡣ小さい。58dB/m程度)

ェ ェ



ղࠉ～ࠉ700Ｌ,」ࠉ＝ࠉ日分「ࠉ× ࠉ900Ｌ/日ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡾࡼ上記表ࠉ

計画使用給水量算定ࡢ防災活動拠Ⅼ施設㸱日分ࠉ○

人員

㸦人㸧 㸦１㸭人࣭日㸧

人当ࡢࡾ使用給水量

各単給水量 計画使用給水量

㸦１㸭日㸧

備ࠉ考

対応ࡢし࡚防災活動拠Ⅼ施設ࡿおけ給水設備ࠉ○

ࠋすࡲし計画ࡿ有効貯水量を確保すࡢ日分「ࠊ様ࡿࡁ࡛ࡀ運用࡞安定的ࡢし࡚防災活動拠Ⅼ施設࣭ࠉ

ࠋすࡲし計画ࡿࡁ非常時㸦災害時㸧も建物㸯階へ給水供給࡛ࠊし高置水槽方式ࡣ給水システム࣭ࠉ

ࠋすࡲ確保し高置水槽貯水量を確実ࠊ緊急遮断弁ࠖを設置しࠕ高置水槽「次側࣭ࠉ

ࠋすࡲ滅菌装置を設置しࠊⅭࡢ水質維持ࡢ高置水槽࣭ࠉ

㸯階職員。来庁者含) 60 60 ※ 」,600

計 」,600

国土交通省 建築設備設計基準 ᖹ成」0ᖺ度版※ࠉ

60 ձ

㸯日計画使用給水量算定ࡢ通常運用時ࠉ○

」,000Ｌ/日1,800ࠉ＝ࠉ0.5ࠉ× ࠉＬࠉ～ࠉձ

人員

㸦人㸧 㸦１㸭人࣭日㸧

人当ࡢࡾ使用給水量

各単給水量 計画使用給水量

㸦１㸭日㸧

備ࠉ考

活動職員 60 ※

計

国土交通省 建築設備設計基準 ᖹ成」0ᖺ度版※ࠉ

15

15

900

900

本施設ࡣ災害時ࠕ防災活動拠Ⅼ施設ࠖし࡚ࡢ役割を実施すࡿ施設ࡿ࡞Ⅽࠊ建物内ࡣ限ࢀࡽた人員ࡳࡢ

ࠋすࡲࡾ࡞異ࡣ給水人員ࡢ通常運用時っ࡚災害時ࡼࠋすࡲし計画ࡿ運用すࡀ

0.6㸧～0.4ࡢ通常運用時必要受水槽貯水量算定㸦1日給水量ࠉ

算定ࡢ必要給水量ࡿࡼ人員࣭単水量ࡢ災害時ࠉ

算定結果ࡿࡼ必要給水量ࡿࡼ人員࣭単水量ࡢ災害時ࠉ

高置水槽有効貯水量ࠉ○

※

※

人員

㸦人㸧 㸦１㸭人࣭日㸧

人当ࡢࡾ使用給水量

各単給水量

備ࠉ考

飲料水

雑用水

4

」0

×」日分

㸦１㸭」日分㸧

必要᭱ప限給水量

15

15

計

  180

1,」50

国土交通省 建築設備設計基準 ᖹ成」0ᖺ度版※ࠉ

ճࠉ～ࠉ186Ｌ,」ࠉ＝ࠉ70％ࠉ平 ࠉ0Ｌ/日「1,5ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡾࡼ上記表ࠉ

ճࠉ～ࠉ0「1,5 

給水量算定ࡢ必要᭱ప限㸱日分ࠉ防災活動拠Ⅼ施設ࠉ࣭ࠉ

程度％70ࡢンク満水容量ࢱࡣンク有効水量ࢱ高置水槽ࠉ࣭

通常運用時及び防災活動拠Ⅼ施設㸱日分ࡢ計画使用給水量算定結果

有効貯水量᭱ࠊࡣ大値ղࠉ「.7ｍ」を満たす0.「ࠉࠕｍ」࡚ࠖࠉ高置水槽貯水量を計画しࡲすࠋ

型式 有効貯水量

。水 0.5 H)
備ࠉ考

受水槽外形寸法算定ࠉ○

外形寸法 水ᖹ震度

「.0
有効」.0ｍ」

「.0×」.0×1.0H
高置水槽

槽式

給水設備機器概要ࠉ○

࣭ 滅菌装置

ࠞࠉ高置水槽給水方式＋直結直圧給水方式ࠉ給水方式系統図ࠝࠉ○

次亜塩素酸ソ࣮ࠊࢲパルス受信式比例制御方式

緊急遮断弁

「槽式高置水槽

量水器φ75mm。既設ﾒｰﾀｰ)

水道本管ࡾࡼ
本管敷設᭰え

屋外散水系統

㸱階施設内系統

㸰階施設内系統

㸯階施設内系統

災害断水時使用可能

屋根裏

西庁舎系統

Ｄ࣭㸮㸮㸲断水時給水設備検討書昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ࠉ福島建築設計務所 ３oScale



対応ࡢし࡚防災活動拠点施設ࡿけ࠾排水設備ࠉ○

࣭」日ศࡢ汚水量を貯留࡛ࡿࡁ排水槽を設置すࡿ計画しࡲすࠋ

࣭排水槽ࡢ貯留量ࡣ高置水槽容量同等0.「ࠉࠕࡢｍ」࡛ࠖࠉ計画しࡲすࠋ

࣭排水槽ࡣᨺ流ポンプを設置すࡿ常時運転し࡚い࡞い事ࠊࡽ災害時ࡣ故障ࡾࡼ動࡞い

汚水雑排水系統 ษ替桝 下水本管ᨺ流公設桝

排水槽 ࡾ取ࡳ汲ࡿࡼ࣒キ࣮ࣗࣂ

災害時下水本管ࡀ使用࡛࡞ࡁい時手動ࡿࡼษࡾ替え

ᅗ࣮ࣟࣇ災害時汚水系統ࠉ○

災害時トイࣞ系統

ࠋすࡲし計画ࡿ取ࡳ等࡛汲࣒キ࣮ࣗࣂࡣ汚水処理ࠊࡵたࡿあࡀ事ࠉ

ࠝ災害用トイࣞ設置ࠞｲﾒ㺎ｼ㺼写真

࣭通常ࡣษ替桝ࡢイン࣮ࣂトプラࡀࢢ取ࡾ付け࡚ࢀࡽいࡿ事ࡾࡼ公設桝ࡽ下水本管

ࠋすࡲࢀᨺ流さࠉ

࣭災害時࡛下水本管ࡀ使用࡛࡞ࡁい場合ࡣษ替桝ࡢイン࣮ࣂトプラࡀࢢ取ࡾ外す事ࡾࡼ

ࠋすࡲࢀᨺ流さ排水槽ࠉ

ࠝษ替桝ࠞｲﾒ㺎ｼ㺼写真

ࠝ災害用トイࣞテントࠞｲﾒ㺎ｼ㺼写真

ࠝ災害用トイࣞ桝ࠞｲﾒ㺎ｼ㺼写真

ࠝ災害用トイࣞࠞｲﾒ㺎ｼ㺼写真

断水時排水設備検討書 㹂࣭㸮㸮５昭和村新庁舎建設基本設計業務 株式会社ࠉ福島建築設計事務所 1/」00

ࢡイࣝタン࢜

非常用
発電機

発電機
㸦防災行ᨻ無線㸧

発電機
㸦県防災㸧

地震計

災害時使用ྍ能࡞トイࣞ
㸦㸯階ࡳࡢ㸧

通常時ࡢ汚水࣮ࣝト

災害時ࡢ汚水࣮ࣝト

災害時トイࣞ使用時ࡢ汚水࣮ࣝト

排水槽

下水道本管

ษ替蓋

汚水配管

汚水桝

公設桝

災害用トイࣞ蓋

給水口
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ࢫ
ࣆ
࣮
࢝
࣮

ྎ」駐車場ࡾいやࡶ࠾

UP

5ྎ

19ྎ

1「ྎ

東出入口

歩道

植栽

車寄せ庇

防災無線ポ࣮ࣝ

S=
1〔
」0
0

「
0
0

斜線部ࡣ道路用地し࡚
提供ྍࡢ能性ࡢあࡿ範ᅖ

縁側テラࢫ

駐輪場

男㹕㹁

女㹕㹁

㹃㹔
1」人

風除室

備品
倉庫

宿直室

出納室
㸦「㸧

税務課
㸦7㸧

保健福祉課
㸦19㸧

待合ࢫ࣮࣌ࢫ
エントラン࣮ࣝ࣍ࢫ

室࣮ࣂ࣮ࢧ

キッࢬ
ࢫ࣮࣌ࢫ

職員
通用口

1

࣑ࢦ
ศ別庫

風除室

住民係
㸦4㸧

職員
通用口

「

風除室

倉庫

消火栓ポンプ室

記載ྎ

自販機

A分）

村紹介展示ｺ㺎㺣㺎

多目的
㹕㹁

女子更衣室 男子更衣室

給湯室
休憩室脱衣

出納
金庫

ウンタ࣮࣮࢝ࣟ

ウンタ࣮࢝イࣁ

印刷
࣮ࢼ࣮ࢥ

医務室

㹃ＰＳ

窓口
洗濯

ットࢽࣘ
シャワ࣮

包括支援
ンタ࣮ࢭ

移
動

間
仕

ษ
壁

事務室

㹃ＰＳ

記載ྎ

㺫㺼㺻㺟

㺫㺼㺍㺢 㺫㺼㺍㺢

物品庫

ＰＳ

プ࣮ࣟࢫ
㺬㺼ｲﾗ㺎用
灯油㺞㺻ｸ

11

14

11

1111

相談室「相談室1

相談室」

ྍ動間仕ษ壁

物品庫

ྍ動間仕ษ壁

相談兼ࠉ
授乳室


